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はじめに

「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念事業として、本年度は3つの国際会議（「2002年第6回 

DPI世界会議札幌大会」「第12回RIアジア太平洋地域会議」「アジア太平洋障害者の十年推進キャ 

ンペーン2002J）が開催されましたが、これと平行して、国内の障害者施策推進のため、全国の障害 

者関係団体の協力による「3つのキャンペーン」事業を実施しました。

このキャンペーン事業の実施にあたっては、全国展開の中で機運の盛り上げを図るべく、全国の都 

道府県•政令指定都市社会参加推進センター（以下、「推進センター」）を拠点とした活動が行われま 

した。推進センターにて各地域の障害当事者団体をリストアップして、障害者施策に関する当事者団 

体評価アンケート調査が行われたほか、推進センターを中心として各種障害者団体の参画による「障 

害者施策推進フォーラム協議会」（以下、「フォーラム協議会」）が設置され、決議の採択、自治体首 

長への「内閣総理大臣メッセージ」伝達や要請活動などが展開されました。

このように各県の「フォーラム協議会」は、地域の障害者団体の人林 情報等の資源が集う拠点と 

しての役割を担いました。

この「フォーラム協議会」の活動の概要と記録を、全国一覧としてここに取りまとめました。地域 

における障害者団体の組織と活動を、全国的な連携のもとに推進していく契機となれば幸いです。

最後に、本報告書の作成にあたっては、社会福祉法人丸紅基金の助成をいただきました。ここに厚 

く御礼申しあげます。
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「障害者施策推進フォーラム協議会」の活動について

日本身体障害者団体連合会 事務局長 森 祐司

この事業の着目すべき点は、DPI日本会議を中心とした障害者福祉の専門家による評価委員会が、「市町 

村障害者計画」「欠格条項」の詳細な調査を行い、その調査結果を活用して障害当事者団体である障害者社会 

参加推進センターが全国レベルでキャンペーン活動・要望活動を展開したことにある。

そもそも社会参加推進センターは、平成10年、厚生省（当時）の指導により、障害者の社会参加促進施策 

を総合的かつ効果的に推進するため、3障害（身体、知的、精神）共通の事業推進組織として設立され、障 

害の有無にかかわらず誰もが家庭や地域で明るく暮らせる社会づくりに向けて、障害者自らによる諸種の社 

会参加促進施策を実施し、地域における自立と社会参加を推進することを目的として、各都道府県•政令指 

定都市に設置されたものである。

この障害者社会参加推進センターを中心に障害者団体による「障害者施策推進フォーラム協議会」の設立 

が進められ、最終的に34団体が「障害当事者の社会への参加•統合•人権」という視点で決議書や要望書を 

作成し、内閣総理大臣の挨拶文を添え、知事•市区町村長•各障害福祉課等に要望活動を行った。

この取り組みにおいて重要なことは、障害種別•障害者団体にとらわれず、障害者当事者団体が地方レベ 

ルで一致団結を行い、活動したことであり、各地域の新聞等に大きく取り上げられている。

そしてこの事業のもう一つの大きな特色として、平成14年1月、厚生労働省障害保健福祉部が各都道府県・ 

政令指定都市の障害保健福祉課へ支援と協力を呼びかけの文章を障害保健福祉部社会参加推進室長名で発信 

され、また、平成14年7月、「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念フォーラムハ代英太組織委員長が、小 

泉内閣総理大臣より、全国の都道府県知事、市区町村長に向けた、障害者施策推進に関する挨拶文（「メッセ 

ージ」）を受取り、これを一つの旗印とすることができたことにある。

今回の調査により、障害者団体のさまざまな問題が浮き彫りになったが、障害者団体の存在意義も今まで 

以上に明確になったと思われる。この調査結果を真摯に受止め、これらの問題を解決していきたいと考えて 

いる。また、「障害者施策推進フォーラム協議刽 が活動した今回の行動は、これが終わりではなく、これが 

はじまりであるとの認識に立ち、「新•アジア太平洋障害者の十年」に向け、積極的に取り組んでいきたいと 

考えている。
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内閣総理大臣メッセージ

都道府県知事殿

市区町村長殿

障害者施策につきまして、日頃より格別の御尽力を頂いていることに敬意を表します。

本年は、「障害者対策に関する新長期計画」が終期を迎え、また国連アジア太平洋経済社 

会委員会（エスキャップ）で提唱している「アジア太平洋障害者の十年」の最終年でありま 

す。

政府は、障害者施策推進本部において、今後十年の障害者施策の枠組みを決める新しい「障 

害者基本計画」とその前期重点実施計画である「障害者プラン」の策定に着手いたしました。

新しい計画においては、国民誰もが地域で安心して生活でき、また一人一人がその能力を 

十分発揮できるよう、障害のある人の社会参加を阻むあらゆるバリアーの解消に向けて、関 

連施策の一層の充実を図る所存です。

「アジア太平洋障害者の十年」は、本年五月のエスキャップ総会において、さらに十年延 

長する決議が採択され、秋には、わが国のホストにより、次の十年の行動の枠組みを決定す 

るための最終年ハイレベル政府間会合が滋賀県大津市で開催されます。

これまでの障害者施策の成果を継承し、更に一層発展させることにより、二十一世紀を誰 

もが安心して心豊かに暮らせる社会とするよう、特段の御理解と御協力をお願いいたします。

平成十四年七月二十六日

内閣総理大臣 小泉純一郎
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厚生労働省社会•援護局障害保健福祉部企画課社会参加推進室長

「各都道府県指定都市障害保健福祉主管課長宛内翰」

拝啓 障害保健福祉行政の推進につきましては、日頃よりご尽力を賜り厚く御礼申し上げま 

す。

さて、来る2 0 0 2年は「アジア太平洋障害者の十年」最終年にあたりますが、我が国で 

はこれを記念する事業として、中央障害者社会参加推進センターを設置する日本身体障害者 

団体連合会を始めとする障害者関係団体が主唱し、「アジア太平洋障害者の十年」最終年記 

念フォーラムの開催を予定しております。

このフォーラムにおける主要な事業としては、3つの国際会議を開催するとともに、市町 

村障害者計画策定や欠格条項総点検についての国内推進キャンペーンを行うことが計画さ 

れております。

このキャンペーンの全国的な展開を進めるに当たっては、三障害（身体、知的、精神）の 

関係団体で構成され、都道府県•指定都市に設置されている「障害者社会参加推進センター」 

が中心的な役割を担うことが期待されております。

当方といたしましても、地域における障害者の社会参加を推進していく上で中核的な役割 

を担う「障害者社会参加推進センター」が、これらキャンペーンの活動に携わることは、同 

センターの一層の活動の強化を図る上でも有意義なものと考えております。

つきましては、「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念フォーラムの活動内容をご了知 

いただくとともに、上記趣旨をご理解の上、貴県•市障害者社会参加推進センターが中心と 

なって実施される国内推進キャンペーンについて、格別のご支援、ご協力を賜りますようお 

願いいたします。

敬具

平成14年1月7日

厚生労働省社会•援護局障害保健福祉部 

企画課社会参加推進室長

各都道府県指定都市障害保健福祉主管課長殿
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「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念フォーラムキャンペーン 
都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

県名 協議会名称 団体数 代表者名

1 青森県 青森県障害者施策推進フォーラム協議会 11 前田保

2 山形県 山形県フォーラム協議会 17 井上興惣次

3 福島県 福島県障害者施策推進フォーラム協議会 11 奥河良平

4 茨城県 茨城県障害者施策推進フォーラム協議会 24 佐川清ー

5 栃木県 栃木県障害者施策推進フォーラム協議会 3 小川榮一

6 埼玉県 埼玉県障害者協議会 37 河端静子

7 千葉県 千葉県障害者施策推進フォーラ厶協議会 10 海老根寧

8 東京都 東京都障害者施策推進フォーラム協議会 13 兒玉明

9 神奈川県 神奈川県障害者施策推進フォ-ラム協議会 17 横地甲子夫

10 新潟県 新潟県障害者社会参加推進協議会 20 本田佐敏

11 富山県 富山県障害者施策推進フォーラム協議会 7 土田一與

12 福井県 福井県障害者社会参加推進センター協議会 6 吉岡幸一

13 山梨県 山梨県障害者施策推進フォーラム協議会 17 竹内正直

14 長野県 長野県障害者施策推進フォーラム協議会 4 市川利雄

15 岐阜県 岐阜県障害者施策推進フォーラム協議会 27 松井逸朗

16 静岡県 静岡県障害者施策推進フォ-ラム協議会 14 渡辺鉄栄

17 三重県 三重県障害者施策推進フォーラム協議会 19 山本征雄

18 滋賀県 滋賀県障害者施策推進フォーラ厶協議会 22 井上庄二郎

19 奈良県 奈良県障害者施策推進フォーラム協議会 10 坂下美恵子

20 和歌山県 和歌山県障害者施策推進フォーラム協議会 16 小西悟

21 鳥取県 鳥取県障害者施策推進フォーラム協議会 16 浦木修一

22 島根県 島根県障害者施策推進フォーラム協議会 17 藤井辰朗

23 岡山県 岡山県障害者施策推進フォーラム協議会 11 藤田勉

24 広島県 広島県障害者施策推進フォーラム協議会 13 熊谷忠

25 山口県 山口県障害者施策推進フォーラ厶協議会 7 村上潔

26 徳島県 徳島県障害者施策推進フォ-ラム協議会 11 原宗一

27 高知県 高知県障害者社会参加推進協議会 13 片岡卓宏

28 大分県 大分県障害者施策推進フォーラム協議会 17 麻生浩一

29 宮崎県 キャンペーン宮崎県実行委員会 18 安藤豊喜

30 札幌市 札幌市障害者施策推進フォーラム協議会 7 神田直也

31 千葉市 千葉市障害者施策推進フォーラム協議会 10 岡田正平

32 横浜市 横浜市障害者施策推進フォーラム協議会 14 原孝夫

33 川崎市 川崎市障害者施策推進フォーラム協議会 14 安藤國男

34 大阪市 大阪市障害者施策推進フォーラム協議会 3 手嶋勇一
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青森県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 青森県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 前田 保（（財）青森県身体障害者福祉団体連合会）

構成団体数 11
構成団体名 青森県身体障害者福祉団体連合会

青森県視力障害者福祉連合会

青森県腎臓病患者連絡協議会

青森県ろうあ協会

うとう心臓友の会

日本オストミー協会青森県支部

青森喉友会

全国脊髄損傷者連合会青森県支部

青森県手をつなぐ育成会

青森県知的障害者福祉協会

青森県精神障害者家族会連合会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日

伝達方法

平成14年12月19 B
知事の代理（副知事）に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年12月19 B〜平成15年1月頃
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青森県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

平成15年1月16日東奥日報
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。

障
害
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施
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計
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と
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青森県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

障害者施策の充実を求める決議

「国連•障害者の十年」に続く「アジア太平洋障害者の十年」が今年で最終 

年を迎えました。

この間二十年が経過し、障害者福祉は大きく前進しました。しかし、障害者 

の社会参加と平等・人権の保障を実現するためには、バリアフリーを始めとす 

る多くの課題が残されていることから、「アジア太平洋障害者の十年」は更に 

延長され、新しい十年がスタートされます。

「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念キャンペーン青森県障害者施策推 

進フォーラム協議会は、今後の障害者施策の充実を期して次のとおり決議しま 

す。

記

1 国は、新しい「障害者基本計画」の策定に着手した。

本県では、当初の計画が未策定になっている行政、或は障害当事者の参加 

がないままに計画が策定されている行政も見うけられるので、新しい障害者 

計画を策定するにあたっては、障害当事者の意見を尊重し、また計画の中に 

数値目標を設定されるよう要望する。

1 障害者の権利を制限する欠格条項については、今その見直しが進められて 

いるが、県及び市町村の中で、このような不当な欠格条項が残っているなら 

ば、完全撤廃するよう要望する。

1 障害者の就労は、極めて厳しいものがある。障害者の就業拡大を図るなど 

障害者の自立支援施策の充実を要望する。

平成14年12月19日

「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念 

青森県障害者施策推進フォーラム協議会 

委員長 前田 保

青森県知事木村守男 殿
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山形県 都道府県.指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 伝達時期:平成15年2月 

伝達活動

協議会名称 山形県フォーラム協議会

代表者名 井上與惣次（山形県身体障害者福祉協会）

構成団体数 1 9
構成団体名

特定非営利活動法人山形県視覚障害者福祉協会

山形県聴力障害者協会 発声教室山彦会

日本オストミー協会山形県支部 山形県中途失聴•難聴者協会

特定非営利活動法人山形県腎友会 全国脊髄損傷者連合会山形県支部

山形県身体障害者福祉協会 山形県身体障害者福祉施設協議会

山形県手をつなぐ親の会 山形県知的障害者福祉協会

山形県精神保健福祉協会 山形県精神障害者家族連合会

山形県肢体不自由児者父母の会連合会 社団法人日本筋ジストUイー協会山形県支部

日本心臓へゝスメート友の会山形県支部

全国低肺機能者連絡協議会「東北白鳥会山形県支部」

山形県失語症友の会連合会 日本ALS協会山形県支部

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年12月10日

伝達方法:障害者施策担当部局の担当者に手渡し

く活動の記録〉
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福島県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 福島県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 奥河良平（福島県障害者社会参加推進協議会）

構成団体数 11
構成団体名 （財）福島県身体障害者福祉協会 

福島県手をつなぐ親の会連合会 

福島県精神障害者家族会連合会つばさ会

（社）福島県聴覚障害者協会

福島県盲人協会

福島県知的障害施設協会

福島県知的障害施設親の会連絡協議会 

福島県精神保健福祉協会

福島県社会福祉協議会

福島県保健福祉部障害福祉課 

福島県障害者社会参加推進センター

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年10月15日

伝達方法:障害者施策担当部局の担当者に手渡した

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期:平成14年10月16日〜10月17日

陳 情 書

福島県知事佐藤栄佐久様

平成14年10月15日

福島県障害者施策推進フォーラム協議会
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福島県 都道府県.指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

障害者施策の推進につきまして、日頃格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

明るく幸せな生活を送るためには心身の健康が最も大切であります。障害が

あっても、生きがいを持って地域のなかで安心してよりよい生活が送れるよう一人 

ひとりの自主的な健康つくりが大切でありますが、これを支援する総合的な保健福祉を 

促進する体制の整備が肝要であると考えます。

ご承知のとおり本年度は、「アジア•太平洋障害者の十年」の最終年にあたり

2 0 0 2第六回D PI世界会議札幌大会が開催されます。国内外で障害者の施策に 

ついて、関心が高まっている状況から福島県障害者施策推進フォーラム協議会といたし 

まして下記事項について、特段のご高配を賜りたく陳情いたします。

記

!ノー'"ライゼーションについて

障害のある人も家庭や地域で通常の生活ができるよう社会全体のユニバーサルデザ 

イン化の考えを基に効果的事業の推進や社会の意識の啓発普及など多様化する障害者 

の需要に対応した総合的支援体制の整備を、平成16年度を初年度とする新たな障害 

者福祉計画に盛り込んでいただきたくお願いいたします。

2障害者の社会参加の促進について

三障害（身体障害•知的障害•精神障害）の自立と社会参加を促進するため

「障害者社会参加推進センター」を中心として、社会参加奉仕員の養成•派遣事業

・障害者パソコン活用促進事業•社会生活訓練等を推進されておりますが、更なる 

充実を図られるようお願いいたします。
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福島県 都道府県■指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

3障害者小規模作業所について

小規模作業所では、一般企業等で働くことの困難な障害者の働く場として障害者・ 

親•ボランティアなどと、共同の事業として地域で運営されております。

障害者に働く喜びを与えボランティア等とのコミニュケイション場を作るなど 

極めて重要な役割を果たしております。

しかしながら、長らく低迷する経済環境の中経営者（施設長）は厳しい対応を 

余儀なくされております。そこで、支援策として財政援助の拡大についてお願い 

いたします。

4障害のある人の雇用促進について

障害者施策の基本であるノーマライゼーションの実現のためには、職業を通じての 

社会参加が必要となるものです。ここ3年「障害者110番」での雇用に関する相談 

いくつか出ております。厳しい経済環境によるものでもありますが、障害のある人が 

その適性と能力に応じて可能な限り、雇用の場に就くことができるようにすることが 

重要であります。今後ともそれぞれの分野での障害者雇用について、一層の促進を 

お願いいたします。

5精神保健福祉について

精神保健福祉施策については、精神障害者の人権に配慮した適正な医療及び保護の 

実施・精神障害者の社会復帰・社会の意識の啓発普及・および県民の精神的健康の 

保持・増進のため地域精神保健施策の一層の促進を図ることをお願いいたします。
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茨勰 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 茨城県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 佐川清一（社団法人茨城県身体障害者福祉団体連合会長）

構成団体数 2 4 （他支援団体3）

構成団体名 （社）茨城県身体障害者福祉団体連合会 茨城県身体障害者福祉協議会

（社福）茨城県視覚障害者協会 （社）茨城県聴覚障害者協会

茨城県手をつなぐ育成会 茨城県肢体不自由児協会

茨城県肢体不自由児（者）父母の会連合会 茨城県知的障害者福祉協会

茨城県重症心身障害児（者）を守る会 茨城県心身障害児者福祉施設協議会

日本筋ジストロフィー協会茨城県支部 茨城甦声会

（社）日本自閉症協会茨城県支部 茨城県身体障害者福祉施設協議会

（社）日本オストミー協会茨城県支部 茨城県在宅障害者福祉施設協議会

茨城県心身障害児通園事業施設協議会 （社）茨城県精神病院協会

茨城県精神保健協会 （社）いはらき思春期保健協会

（社）茨城県精神障害者福祉会連合会 茨城県心を支える職親の会

茨城県精神障害者リハビリテーション施設協議会 （社）茨城県雇用開発協会

茨城県身体障害者相談員連絡協議会 （財）茨城新聞社文化福祉事業団

（社福）茨城県社会福祉協議会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年9月20日

伝達方法:知事に直接手渡した

その他県議会議長、保健福祉部長、障害福祉課長

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期:平成14年9月3日及び10日 

伝達方法:市町村長、同議長に直接手渡した

訪問できなかった市町村は郵送した
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旅程表

茨城県障害者施策推進フォーラム協議会

1班（県西•県南）

平成14年9月3日（9時出発:茨城県総合福祉会館）

茨城県施策推進フォーラム協議会 

日 程 表

水戸発

昼食

25分 25分

10:15 11:05 11:55

10:40 11:30 12:50

表敬時間・ 25分

到着時間 - 9:30

出発時間9:00 9:55

水戸

表敬時間25分 25分 25分 25分 -

到着時間13:00 13:55 14:35 15:30 16:35

出発時間13:30 14:20 15:00 15:55 -

2班（県北）

平成14年9月10日（9時出発:茨城県総合福祉会館）

水戸発 

高速

昼食

25分

10:15

10:40

25分

10:55

11:30

表敬時間 

到着時間 

出発時間9:00

12:05

12:55

25分

9: : 25

9 : 50

表敬時間 25分 25分 25分 25分

到着時間 13:00 14:10 15:30 1 6 :05

出発時間 13:25 14:35 15:55 1 6:30

平成14年9月20日県関係

集合時間

集合場所

参加者

集合待合•打ち合わせ時間 

移動（議事堂2尸へ）

県議会議長（要望・面談） 

移動（県庁舎5 Fへ） 

知事 （要望•面談）

移動（県庁舎13 Fへ） 

保健福祉部長（要望•面談） 

移動（議事堂2 Fへ） 

昼食

（議事堂2F食堂Viento）

9月20日（金）10時10分
茨城県議会議事堂!F PRコーナー ロビー 

各障害者団体代表者及びフォーラム事務局

!〇時1〇分〜1〇時2 5分 

!〇時2 5分〜1〇時3 〇分

10時3 〇分〜1〇時5 0分

1Q時5 〇分〜11時0 0分

11時0 0分〜11時2 0分

11時2 〇分〜11時3 〇分

11時3 〇分〜11時5 〇分

11時5 〇分〜12時0 0分

12時〇 〇分

昼食後解散
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プ
ラ
ン•

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
七
カ
年
戦
略
」
「
ア
ジ 

ア
太
平
洋
障
害
者
の
十
年
」
の
最
終
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

障
害
者
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
貴
台
の
ご
高
配
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝 

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
障
害
者
の
各
種
問
題
に
は
、
県
民
の
深
い
理
解
と
支
援
が
必
要
で
す
。 

か
か
る
時
期
、
更
に
深
め
た
、
障
害
者
の
人
権
保
障
と
社
会
自
立
を
基
本
に
、
社
会
環
境
整 

備
の
充
実
、
所
得
保
障
、
雇
用•

就
労
の
拡
大
、
障
害
者
教
育
の
推
進
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施 

策
の
充
実
等
に
万
全
を
期
す
る
必
要
加
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
幅
広
く
識
者•

障
害
者
の
意
見
を
集
約
し
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
の
新
た
な 

「障
害
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
緊
要
で
す
。
こ
れ
ら
施
策
推
進
に
つ
い
て
は
県
下 

を
あ
げ
て
取
り
組
み
、
全
て
の
人
々
が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
の
創
造
を
す
る
こ
と
を
祈
念 

し
、
こ
こ
に
決
議
し
た
の
で
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

一
 

県
民
と
し
て
、
等
し
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
と
共 

に
、
地
域
間
格
差
の
是
正
に
配
慮
す
る
こ
と
。

二 

新
し
い
「
障
害
者
プ
ラ
ン
」
に
は
、
実
態
に
則
し
た

㈠
 

具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
。

㈡
 

障
害
別
支
援
計
画
を
盛
り
込
む
こ
と
。

三
障
害
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
処
す
べ
き
固
有
の
問
題
が
あ
る
の
で
、
専
門
職
員
の
配 

置
、
職
員
の
育
成
を
図
る
こ
と
。

四 

地
域
の
中
で
生
活
に
不
安
感
を
生
じ
さ
せ
な
い
、
障
害
者
の
自
立
支
援
施
策
の
充
実
を 

図
る
こ
と
。

五 

情
報•

交
通
な
ど
の
、I
T
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
諸
施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

六 

在
宅
重
度
障
害
児
者(

通
園
・
通
所)

援
護
事
業
に
対
す
る
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

七 

市
町
村
の
障
害
者
団
体
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
。

平
成
十
四
年
九
月
一
日茨

城
県
障
害
者
施
策
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
協
議
会

代

表
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冷

蠶
 

劈
嵐̂

痂

・
議M

劈

昂

「®
m
<

离
浦
議
礁7
4
1

5

卜B
B

ぬ
」
めH
I
W
 

具

事•

県̂

会̂

^

<
 

要

望

•

書 

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
伴
う
社
会
基
法
の
成
立
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
誕
生
、
 

措
置
か
ら
選
択
制
度
へ
の
移
行
等
々
、
障
害
者
の
生
活
環
境
は
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
「
障
害
者
プ
ラ
ン•

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
七
カ
年
戦
略
」
「
ア
ジ

ア
太
平
洋
障
害
者
の
十
年
」

の
最
終
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

障
害
者
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
貴
台
の
ご
高
配
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝 

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
障
害
者
の
各
種
問
題
に
は
、
県
民
の
深
い
理
解
と
支
援
が
必
要
で
す
。

か
か
る
時
期
、
更
に
深
め
た
、
障
害
者
の
人
権
保
障
と
社
会
自
立
を
基
本
に
、
社
会
環
境
整 

備
の
充
実
、
所
得
保
障
、
雇

用•

就
労
の
拡
大
、
障
害
者
教
育
の
推
進
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施 

策
の
充
実
等
に
万
全
を
期
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
幅
広
く
識
者•

障
害
者
の
意
見
を
集
約
し
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
の
新
た
な

「
障
害
者
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
緊
要
で
す
。

こ
れ
ら
施
策
推
進
に
つ
い
て
は
県
下 

を
あ
げ
て
取
り
組
み
、
全
て
の
人
々
が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
の
創
造
を
す
る
こ
と
を
祈
念 

し
、
こ
こ
に
決
議
し
た
の
で
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

一
 

県
民
と
し
て
、
等
し
く
福
祉
サ
—
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
よ
う
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と
。

二 

障
害
者
の
自
由
、
平
等
、
生
活
保
障
等
の
権
利
擁
護
を
行
う
と
共
に
、
障
害
者
の
権
利

を
制
限
す
る
欠
格
条
項
の
撤
廃
を
図
る
こ
と
。

三 

所
得
保
障
、

雇

用•

就
労
の
拡
大
な
ど
、

障
害
者
の
自
立
支
援
施
策
の
充
実
を

図
る
こ
と
。

四 

情

報•

交
通
な
ど
のI
T
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
諸
施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

五 

在
宅
重
度
障
害
児
者(

通

所•

通
園)

援
護W

K

に
対
す
る
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

六 

市
町
村
障
害
者
プ
ラ
ン
策
定
の
推
進
並
び
に
市
町
村
の
策
定
支
援
指
導
を
図
る
こ
と
。

七 

各
市
町
村
等
の
障
害
者
福
祉
情
報
を
収
集
、
分
析
、
開
示
を
行
い
利
便
に
供
す
る
こ
と
。

平
成
十
四
年
年
九
月
二
十
日

茨
城
県
障
害
者
施
策
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
協
議
会

代

表
 

佐

川

清
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栃木県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 栃木県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 小川榮一（栃木県身体障害者団体連絡協議会）

構成団体数 3
構成団体名 栃木県身体障害者団体連絡協議会

栃木県知的障害者育成会

栃木県精神障害者援護会

都道府県•指定都市における「決議文」お 伝達日: 平成14年12月3日

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動 伝達方法: 知事の代理に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 伝達時期: 平成14年12月4日〜

伝達活動

栃木県障害者社会参加推進センター

社会参加推進協議会

日時平成14年10月3!日（木）

午後1時3 0分
場所とちぎ福祉プラザ内

4 〇 4会議室（4階）

1開会

2 あいさっ

（1） 議 長

（2） 県障害福祉課長

3議事

（1）「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念事業について

① 障害者施策推進フォーラ厶協議会の組織化について

② 知事あて決議（要望書）の作成について

③その他

⑵その他

4閉 会

-2〇-



栃木県 都道府県■指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覽

おんこ 十 理 4 育社 に戰 生 リ

Lその 五 柬解 可ま の会ヵ、 あ略 ま徐 ）社

まが1t 年 にと のす 推礙力、 Aゝ A乗 法会

す明画 度 お支 A 。 進境み ・」 ゝ境 の福

°みF 力、 ミ＜ め ヽ整時 ま1 今は 誕社

く基 まか'' 仁 バ備' すア 年天 生基

暮・ の C必 は リの更 〇ジ 度建 、礎

しと 新 マ＜ ヽ ア充に ア はな 措構

ゼC A はで 杲 フ実除 太 n丈 置X
み! な 、あ リ ' め 平 障革 制欣

n 幅4 は !所A 详 窖の 度革

者 

プ

障 

窖 

者

障 

男 

舌

障 

窖

時得ま亦会
種

力、 仁

施 期寸

創

st

伴 

う

く 

舌識 

プ

保 

障と 支 空策 ラ
の

< 

賣

のののす看 迎 社ン
障 

窖
す ラ み

者
ン

と
施

障 

窖

関

充雇 

実 

等

用

仁

翼 

空

人 十 

年 ノ

1
マ

お

制 

度

fl

保

推

進

全

マ

の

係

者 の に就障 の

策 皆 万労と 最

定 意 棵 全の社

中 見 F拡会 年

で 特 期天自

あ 集 に す ' 乂 い

彳 約 県 み障F う

ま L 民 お窖基 静

す の 翼児木 目
が、 平 深 が' 署に の

ヽ 成 い あ毅' 年

マ

ラ

ゼ

シ

ヨ

ン

七

ケ

年

へ

会

社

法 書

ま の の

寸 移

1
行 

等

成 

立

そ 交 

通

障 

窖 

舌

の

リ

ア

フ
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栃木県 都道府県■指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

記

一

^

民

と

、し7

、

等

、し 

閉F

回

し

fl
衣

い
こ

と

二 

障

窖

4-
の

椎

利F

制

三 

所

得

保

障

、

雇

用
• 

充

F

回
¢

flA

い
こ

四 

情

報
•

交
通
な
・
と
の 

お

い

こ

と

。

五 

在

宅

障

襄

者

の

通

所

六 

市

町

村

障
•
署
#

i+
画 

平

成

十

四

年

十

二

月

く

福

社

サ
^
-

ビ

スF

亠
孚
受

〇限

す

みX

格

条

項

のM

庫 

就

労

の

拡

夭

な
•

と

ヽ

障

窖 

と

。

バ

リ

ア

フ

リ

丨

忆

施

策

の
 

事

業
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一

層

の

充

実F

回 
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支
<
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導F

回

』 
杨
未 

三
日

杨

木

浪

知

事

福 

田 

耶 

夫

#

でX
ゝ

み

よ

う

施

策
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F

回

し
^

A

い

こ

と

。
 

者

の

自

立

支
<

施
策
の 

一
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の

推

進F

回

し

rl 

/

り

衣

い

こ

と

。
 

ロ

・

い

こ

と
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障

窖
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施

策
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・
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団

や

連

絡

協
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会

会 

長
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帚

杨

木

果

和

的

障

窖

者

育

成

会

会 

長 

植 

木 

誡

杨

木

累

精

神

障

实

を
<

裁
会

会 

長 

長
吝
川 

勝

雹
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埼B* 都道府県・指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

協議会名称 埼玉県障害者協議会

代表者名 河端静子（埼玉県障害児教育振興協議会）

構成団体数 3 7
構成団体名 記載なし

都道府県•指定都市における「決議文」お 伝達日: 平成14年11月6日〜15日

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動 伝達方法: 知事の代理に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 伝達時期: 平成14年11月6日〜15日

伝達活動

く活動の記録〉

决料Na 3 ]
2002/10/31

•障害看施策推進全県キャラバン行肋日程歿

連絡先:塢玉県障害看馆掘会!a048-825-0707 Fax048-825-3070

日程 コース
① 集合10 ： 00
② 要 &I 10 ： 30

① 集合12 ； 40
② SDI13：10

(D 集合15 :10
②要請15: 40

コース賈任も コース責任看代理 車网担当
役员尊參加者

11月6日（水）

A-1 長壽町 皆野町 吉田町 〇吉田常夫副会畏 家族会

A-2 秩父市 横激町 小鹿野町 〇境身協 埼身協 育成会

A-3 規川村 大淹村 両神村 〇育成会®!理•畏 境勿協 村山（育成会）

A"4 奇居町 川本町 〇小林理事（家族会） 国松（■埼連副会長） 小林理事 森繁樹（WK協）

U月7日（木）

Bl 本庄市 上風町 美里町 00((偉境3) 育成会

B-2 児玉町 神川町 神泉村 〇吉田常夫剖会畏 埼身 境如B
B-3 岡部町 深谷市 突沼町 〇森緊曲（WHS） 埼身協 森繁樹（m«ffi）
B-4 煎谷市 flllfi 町 大里町 〇小林理事 家族会 小林理事 国松（E埼連副会長）

11月8日（金）

Cl 東松山市 育見町 川島BT 〇石井光雄副会長 共作連 共作連

C-2 ■ 滑川町 嵐山町 玉川村 〇吉田常夫副会畏 埼费協

C-3 祁復川村 小川町 東秩父村 098三千于（育成会） 埼身協 育成会

C-4 吹上町 19果市 :tt・ 市 〇伊理副会長（埼詹協） 伊瞬別会長

C5 春日部市 庄和町 〇河!a会長 HHtS 河竭会長 名倉由紀子（筋ジス）

U月11日（月）

D-l 日高市 飯能市 名麋村 〇かわせみ 萩原（»«連）

D-2 攝山町 越生町 毛呂山町 〇吉田常夫8M会畏 山口（どんぐりのso 共作連

D-3 花阴町9：30 坂戸市 筋ケ島市 〇管長理事 小田伍良（育成会） 育成会

D-4 所沢市 狭山市 入間市 〇川原理• 1T成会 育成会 佐議進前理事（中H）

H月12日（火）

E-l 南河原村 行田市 羽生市 〇小林理审 新井常務理事 小林理事 山域（域身協）

E-2 〇］須市 鹭西町 川里町 〇®・理享 育成会 育成会

E-3 KlifOT 9：30 大利根町 北川辺町 〇吉田 共作連 共作連

M月13 B （水）

F-l 晋宫BT 久喜市 〇山田剧金畏 内田（育成会） 育成会

F-2 白岡町 宮代町 杉戸町 〇田口理事 石井多癸子（育成会） 内田（つぐみ共生会）

F-3 幸手市 廩播町 〇新井常務理U 育成会 育成会

F-4 越谷市 吉川市 松伏町 〇山根理事 育成僉 山根理事

11月14日（木）

G-l 草加市 八#!市 〇 烏屠（オストミー） 佐礴客代子（WHtS）

G-2 川越市 上福岡市 大井町 〇小田（育成会） 育成会

G-3 林市 雷士見市 三芳町 〇福PI （育成僉事務局長） 百漱（背成会! 福岡育成僉事務局長

G-4 新座市9.30 朝M 和光市 〇川原理事 木村（自立生梧協会） 佐廉遗前理事（中越）

11月15日（金）

H-l 上尾市 桶川市 伊亲町 〇山田剧会畏 田口理事 松本（埼纹協）

H-2 岩械市 建田市 〇新井常務" 名倉（《ジス） 名倉由紀子（筋ジス）

H-3 さいたま市 戸田市 〇河!!会長はいた却のみ） 石井•桟給副会長•山根理挙 埼劈協

H-4 厳市 川口市 めヶ谷市 〇伊原副会畏 森田理事 埼身協

★行程 32コース

※

集
合
場
所
は' 

原
則
と
し
て
役
所
ロ
ビ
ー
と
し
ま
す
・

※

移
動
な
ど
に
時
間
が
か
か
り
、
遲
れ
る
場
合
、
責
任
者
は
必
ず
、
次
の
市
町
村
へ
連
絡
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

后動の基本パタージ①集合•打合せ（10：00）—自治体との憩淡・要»（10：30-11：30）=＞移動・昼食=＞ ②集合打合せ（12:40）—自治体との懇談•要請（13:10-14:10）=＞移動 

=»③集合打合せ（15:10）一自治休との憩談•要!«（15:40-16:40）.
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埼玉県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

「アジア太平洋障害者の十年」 

最終記念「埼玉フォーラム」

【フログラム】

10:30開会

司会者福岡三治（社団法人埼玉県手をつなぐ育成会常務理事）

10:35会長挨拶

埼玉県障害者協議会会長河端静子

21世紀ごち 

福祉の花ひらく時代に
—地域で豊かに暮らすためにー

10:40埼玉県知事挨拶

埼玉県知事 土屋義彦

県秦会副議長古寺五一

さいたま市長 相川宗一（代理福祉部参事兵蔭八郎）

10:50知事碗状贈呈

10:55謝辞

11:1〇〜12:10記念調演

「アジア太平洋障害者の十年」最終記念フォーラム実行委員長板山黄治

平成14年10月5日（±） 

! 〇 : 3 〇〜16:00 
埼玉県障害者交流センター

13:00シンポジウム

氏（埼玉大学枚育学部助教授）司会 宗澤

お
渋
西
池
飯

®«
蠶r “93.2OQ*1 

アジア太平洋KSS010年

16:00 終了

氏（埼玉県健康福祉部障害者福祉課主幹）
氏（東松山市市民福祉部福祉課長）
氏（埼玉県発達障害福祉協会会長）
氏（熊谷市障害者団体連絡協議会事務局長・埼玉障害 

者自立生活協会副会長） 埼玉県障害者協議会 

（埼玉県障害者社会卷加推進センター）
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埼玉県 都道府県■指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

平成14年8月3 0日 

《《市町村名》長様

埼玉県障害者協議会 

会長 河端静子

障害者福祉の一層の推進のために(お願い)

日頃、障害者施策の推進のために格別なご案内をいただき感謝申し上げます。 

また、当会の運営につきましてもご支援・ご鞭撻をいただいておりますことに 

厚く御礼申しあげます。

さて、平成15年4月から障害者福祉も措置制度から契約利用制度(支援費 

支給制度)へと変わります。こうしたなかで障害者•家族、関係者からは不安 

と期待の声が広まっています。

つきましては、障害者福征の一層の推進を図るため、下記項目について、格 

別のご配慮をお願いいたします。

記

1. 障害者福祉の推進のために

(1) 平成15年度からの障害者福祉の市町村への移譲、支援費支給制度へ 

の移行に合わせ、「新障害者計画」を策定してください。

(2) 市町村地域福祉計画を策定してください。また、策定にあたっては、 

障害者団体からの意見眩取も含め、委員に障害者団体から選出してく 

ださい。

2. 支援費支給制度への移行にあたって

(1) 支援費支給制度への移行にあたり、市町村介護保険条例と同じように

「支援費支給制度の運用に関する条例」(仮称)を策定してください。

(2) 「自由な選択」ができる制度と言われていますが、ホームヘルパー等、 

十分なサービスが受けられるよう基盤整備を図ってください。

(3) 情報の提供にあたっては、障害別の対応、個々の障害者に(詳細な) 

情報が届くように配慮ください。

以上
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千鶴 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

協議会名称 千葉県障害者の施策推進フォーラム協議会

代表者名 海老根 寧（（社福）千葉県身体障害者福祉協会）

構成団体数 ! 〇

構成団体名
（社福）千葉県身体障害者福祉協会

（財）千葉県肢体不自由児協会

（社）千葉県視覚障害者福祉協会

千葉県聴覚障害者連盟

千葉県オストミー協会 

京葉喉友会

（社福）愛光

千葉県手をつなぐ育成会

千葉県精神障害者家族会連合会

都道府県へ「趣意書」および「総理大臣メ 

ッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年10月29日 

伝達方法:知事の代理に手渡し

「趣意書」および「総理大臣メッセージ」 

の市区町村長への伝達活動

伝達時期:平成14年10月1？日 

伝達方法:各市町村長へ郵送

く活動の記録〉

次ページ参照
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東京都 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 東京都障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 兒玉 明（（社）東京都身体障害者団体連合会）

構成団体数 1 3
構成団体名 （社）東京都身体障害者団体連合会 （社）東京都盲人福祉協会

（社）東京都聴覚障害者連盟 東京青い芝の会

東京頸髄損傷者連絡会 NPO東京都中途失聴•難聴者協会

（社）日本オストミー協会東京都協議会 （社）銀鈴会

東京視力障害者の生活と権利を守る会 東京都患者同盟

障害者と家族の生活と権利を守る都民連絡会 （社福）東京都知的障害者育成会

東京都精神障害者家族会連合会・東京つくし会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成15年1月10日

伝達方法:障害者施策担当部局の担当者に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期:平成14年10月〜平成15年1月頃

東推セ発第13号 

平成14年7月3日

各委員様

柬京都障害者施策推進7打％協議会
会 長 兒玉 明

第1回東京都障害者施策推進フォーラム協議会の開催について

謹啓

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます.

さて、標記協議会を下記のとおり63催いたします.ご多用の折と存じますが、ご出席 

下さいますようご案内申し上げます.

ft具

（1）「檎理大臣メッセージ」の受理について

⑵ 第7回東京都「障害者の主張」大会について 

⑶「障害者週間」広報啓発事業（ポスター）について

1. 日 時 平成口年7月23日（火）13:3 〇〜

2. 場 所 東京都飯田橋庁舎

住 所 新宿区神楽河岸：1-1
セントラルブラザビル12階 会議室

3. 議 題
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神奈川県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

都道府県•指定都市における「決議文」お伝達日:平成14年12月2日

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動 伝達方法:障害者施策担当部局の担当者に手渡し

協議会名称 神奈川県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 横地 甲子夫（（財）神奈川県身体障害者連合会）

構成団体数 1 7

構成団体名 （財）神奈川県身体障害者連合会

神奈川県肢体障害者福祉協会

神奈川県視覚障害者福祉協会

（社）神奈川県聴覚障害者協会

全国脊髄損傷者連合会神奈川県支部

神奈川銀鈴会

（社）日本オストミー協会神奈川支部

神奈川盲ろう者ゆりの会

神奈川県手をつなぐ育成会

神奈川県知的障害施設協会

神奈川県障害者地域作業所連絡協議会

神奈川県精神障害者家族会連合会

（福）神奈川県社会福祉協議会

神奈川県精神障害者連絡協議会

神奈川県福祉部障害福祉課

神奈川県衛生部保健予防課

神奈川県精神障害者地域生活支援団体連合会

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 伝達時期:平成14年12月5日〜12月9日頃 

伝達活動

く活動の記録〉

次ページ参照
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神奈川県 都道府県■指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覽

決 議 書

私たちは、ノーマライゼーションの理念のもと、障害のある人もない人も、共に 

地域で生き生きと暮らすことの出来る社会の実現に向けて、日頃から努力を重ねて 

いるところですが、今後ともより一層の充実した福祉社会の実現を目指して努力し 

ていく必要があります

1 9 9 3年、国連において「アジア太平洋障害者の十年」が宣言され、国におい 

ては「障害者対策に関する新長期計画」が策定されるとともに、この新長期計画に 

基づく障害者プランを設定し、障害者施策の総合的、計画的な推進が図られて参り 

ました。そして本年をもってこれら計画の最終年を迎えましたが、時代の流れと共 

に障害者福祉のニーズも著しく変容し、社会福祉事業法の改正、交通バリアフリー 

法の制定、欠格条項の見直し、支援費制度の施工など、新しい課題が次々と生じて 

います。

私たちは、障害者のニーズに十分対応した制度•計画の着実な推進と、全ての人 

が安心して生活できる福祉社会の実現を目指して、次の事項を決議します。

1 障害者に対する長期計画の策定にあたっては、障害者団体の意見•提言に充分 

配慮すると共に、全ての自治体で障害者計画が策定されるよう要望する。

2 交通・情報のバリアフリー化を要望する。

3 障害者の雇用の拡大と、安定した就労を確保するための施策の推進を要望する。

4 障害者に関わる欠格条項の完全撤廃を要望する。

以上決議する。

平成14年9月12日

神奈川県障害者施策推進フォーラム協議会
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新潟県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

＜活動の記録〉次ページ参照

協議会名称 新潟県障害者社会参加推進協議会構成団体長合同会議

代表者名 本田 佐敏（（社福）新潟県身体障害者団体連合会）

構成団体数 2 〇

構成団体名 （社福）新潟県身体障害者団体連合会

（社福）新潟県視覚障害者福祉協会

（社）新潟県聴覚障害者協会

新潟県中途視覚障害者連絡会

新潟県中途失聴•難聴者協会

新潟県視覚障害者友好協議会

（社）全国脊髄損傷者連合会新潟県支部新潟県車椅子友の会

（社）日本オストミー協会新潟県支部（雪椿友の会）

新潟県美鈴会

新潟県低肺機能者の会はまなす会

新潟県腎臓病患者友の会

新潟県肢体不自由児（者）父母の会連合会

（社）新潟県手をつなぐ育成会

新潟県知的障害者福祉協会

新潟県知的障害者養護学校PTA （保護者会等）連絡協議会

（社福）全国重症心身障害児（者）を守る会新潟県支部

（社）新潟県精神障害者家族会連合会

新潟県精神障害者社会復帰施設協議会

日本精神保健福祉士協会新潟県支部

新潟県精神障害者団体連合会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期: 平成14年11月25日〜11月29日頃
伝達方法:市町村長（または障害者福祉の担当者）に手渡し
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富山県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 富山県障害者施策推進フォーラム協議

代表者名 土田一與（（社）富山県身体障害者福祉協会）

構成団体数 7
構成団体名 富山県身体障害者団体協議会 

富山県身体障害者福祉協議会 

富山県視覚障害者協会

富山県ろうあ福祉協会

富山県手をつなぐ育成会

富山県精神障害者家族会連合会 

富山県障害者［児］団体連絡協議会 

富山県社会福祉協議会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日

伝達方法

平成14年10月29日 

知事の代理に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年10月28日〜10月29日頃

紀燄尊顎契斯辟羹施日瘵叢

10月2 8日［月］ 富山駅前•日本通運前9時出発。

富III馭前9 : 0〇〜9 ： 05富山市役所9 : 3〇〜10 :10滑川市役所10 : 3〇〜1.1:10魚津 

市役所11:3〇〜11:50黒部市役所12 :1〇〜［昼食］〜13 : 20入善町役場じ:4〇〜 »］ 

〜14 : 40立山叮役場15 : 05〜15 : 40大沢野町役場16 : 〇〇〜16 : 40富山駅前。

10月2 9日［火］ 富山駅前•日本通遐前9時出発・

富山駅前9 : 0〇〜9 : 30小杉町役場9 : 50-10 :15新湊市役所10 : 35〜11:05氷見 

市役所11:25〜11:50高岡市役所12 :1〇〜［昼食］〜13 : 30小矢部市役所13 : 5〇〜14 : 

10福野町役場14 : 3〇〜14 : 55砺波市役所15 : 2〇〜15 : 50婦中町役場16 :1〇〜16 : 40富

山県庁17 : 00.
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湎

障害者施策充実求め

BHH = = ニ ア ジ' ア プ严か羊 障7尊 弟・ の一严・罩z条を言こ進-= 
IBS

劈

亦

闵

湎•

斎

丹

劈

ヨ

「«

观<

离

翅

萃

篠7
4

—5
>
前
飜
ぬ
」

小泉言枢のメッセージを大永劃知 
募考:に手渡すメンバー=県庁で

「
ア
ジ
ア
太
平i

者 

の
十
年
」
の
最
終
年
に
ち
な 

み
、
県
内
の
障
害
者
関
係
団 

体
な
ど
で
つ
く
る
キ
ャ
ラ
バ 

ン
が
二
十
九
日
、
県
庁
を
訪

者
施
箜
三
黑
実
し
、
皆 

さ
ん
の
切
実
な
願
い
を
県
政 

に
反
映
す
つ
星
う
取
り
組
ん 

で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

れ

三
十
一
世
紀
を
だ
れ
も 

が
安
心
し
て
心
囁
ー
か
に®

ら 

せ
る
社
会
に
す
る
よ
う
、
理 

餡
と
協
力
を
お
願
い
し
た 

い
」
と
の
小
泉
純
一
郎
首
相 

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
大
永 

岗
武
副
知
事
に
一
瞿
し
た
。
 

訪
問
し
た
の
は
関
係
団
体 

で
つ
く
る
「県
障
害
者
施
策 

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
協
議
会
」

10月3 0日富山新聞

の
メ
ン
バ
丄
ハ
人
で
、
二
十
一
一

八
日
か
ら
県
内
市
町
村
を
巡

回
。
メ
ッ
セ
—
ジ
を®

け
取 

っ
た
大
永
副
知
事
は
屢

隔書者の社会蔘加推進:言動への協力

障害者施策の推進を 

啓1T舊キャラバン隊県庁へ

!讯飮上がり
S

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済 

社
会
妾
員
会(

エ
ス
キ
ャ
ッ 

プ)

が
提
唱
す
る
「ア
ジ
ア 

太
平
洋S

薯
の
十
年
」
の 

最
終i
w

業
と
し
て 

県
障®

者
施
策
推
進
フ
ォ
ー 

ラ
ム
協
議
会
の
キ
ャ
ラ
バ
ン 

隊
は
一
一
十
九
日
、
県
庁
を
訪 

れ
、
大
永
尚
武
副
知®

に
障 

W
!

の
推
進
へ
協
力
を 

呼
び
掛
け
た
。

協
議
会
は
県
内
障W
者
関 

係
五
団
体
で
設
立
し
、
二
十

ハ
、
一-
十
九
日
の
両
日
で 

十
五
市
町
村
を
訪
問
し 

た
。県

庁
に
は
土
田
一
與
会
長 

ら-
I

ハ
人
が
訪
れ
た
。
土
田
会 

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
県 

精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
の 

烏
喰
晨
路
会
長
と
県B

薯
 

(
児)

団
体
遠
絡
協
議
会
の 

山
崎
乙
吉
一
=
霧

局
長
が
そ
れ 

ぞ
れ
小
泉
純
一
郎
苜
相
の
メ 

ッ
セ
ー
ジ
と
ア
ピ
ー
ル
文
を 

手
渡
し
た
。

大
永
副
知W
は

屢

者 

禱
祉
の
充W
を
目
指
し
積
極 

的
に
取
り
組
み
た
い
」
と
述

10月3 0日北陸中日新聞



富山県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

ア ヒー ル

国連障害者の十年から、「アジア太平洋障害者の十年」に引継がれ最終年を迎えました。 

障害者に対する施策は、この十年間で国民全体の認識が此迄になく大きく前進しました。 

精神薄弱者が知的障害者に呼称変更され、障害者基本法の施行により従来の身体と知的の 

両障害に精神障害が加わり、三障害に対する施策が始まり共通する分野の事業が展開される 

ようになりました。 咋年からは、身体・知的其々に開催されてきたスポーツ大会も、国民 

体育大会のあとに全国障害者スポーツ大会となり充実しました。 障害のある人々の住みよ 

いまちづくりの為の施策も、バリアフリーのまちづくり活動や共生のまち推進、ユニバーサ 

ルデザイン手法の導入、ハートビル法、交通バリアフリー法、運転免許取得希望者への配慮 

、補助犬の普及、情報提供事業等と、多くの関係法律及び法制度の改善と施策の進展がみら 

れました。 障害を持つ人々においても、大きな変化が見られ自立と社会参加が促進されま 

した。私たちは、この十年間の成果を評価しつつ関係者の努力と国民の支援に感謝致します。

然し乍ら、精神障害や知的障害、重複障害の人々に対する差別や偏見を取り除き、その人 

権の碓立を図る必要があります。 障害者のみならず、全ての人々が社会生活壮於いて真に
------------------------------------------------------------------------------------------ ヒル......------------------------

公正で豊かになる事を望み、急速な高齢化と少子化か進む現況に怯まず全ての人々にとって 

住みよい社会の実現の為に頑張ろうではありませんか。

私たちは、最終年を終わりの年にせず新たな始まりの年にしなくてはなりません。 私た 

ち富山県では、障害者関係団体が心を一つにしてキャラバンによりキャンペーンを実施致し 

ました。 私たちは、今後の障害者に対する取組に、さらなる前進をお願いし「完全参加と 

平等」の実現の仕上げにご協力を願うものであります。 地方公共団体は、支援費制度の充 

実等、積極的な施策を計画的に実施する事を、県民各位には共に参加し行動し協力頂ける様 

に心からお願いする次第であります。 ここに強く決意するとともに心からなる要請と致し 

ます。

平成拾四年拾月弐拾九日

富山県障害者施策推進フォーラム協議会
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福井県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 福井県障害者社会参加推進センター協議会

代表者名 吉岡幸一（福井県障害者社会参加推進センター）

構成団体数 6
構成団体名 記載なし

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日 

伝達方法

平成14年12月26日 

知事に直接手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年12月1日〜12月27日頃
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福井県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

障
害
者
施
策
推
進 

首
相
文
書
を
伝
達 

小
浜
夏
に
福
祉
連 

小

浜

害

者

福

祉
 

連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
小
泉 

純
一
臺
が
全
国
の
都
道

障
害
者
施
策
発
展©

 

.
小

泉
首
相
「協
力
を
「
ー

府
県
知
零
市
鸟
長
に
向 

け
た
障
害
者
施
蠡
進
に
関 

す
る
メ
ッ
セ
—
ジ
文
書
を
村 

上
利
夫
小
浜
市
長
に
伝
達
し 

た
。こ

の
メ.
ツ
セ
—
ジ
は
、
国 

連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社

它
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社 

/

会
と
す
る
よ
う
、
特
段
の
理

知

事

艾

，'.
・ッ
セ
叫
シ
”
 

障
害
者
检
策
の
継
続
と
発 

曇
各
都
道
府
県
、市
鸟
に 

一
-
び

掛
け
る
小
泉
首
相
か
ら 

の
メ:
ッ
セ
—
ジ
が
二
十
六
日
、
 

栗
囲
事
に
伝
冬
卷
た
。
 

「
蜚
首
相
は
今
年
が
、
国 

連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会 

膏

会
(

エ
ス
キ
ャ
ッ
プ) 

が
提
唱
す
る
「ア
ジ
ア
太
平 

逼

暑

の

十

年

」
の
最
終 

年
に
乳
た
り
、
さ
ら
に
十
年 

延
長
が
決
定
し
た
こ
と
で
メ 

竜
:W

し
だ
？

： 

S

れ
養
の
施
策
の
成 

曇
継
承
な 

き
ら
に
一
層 

発
展
さ
せ
、
だ
れ
も
が
安
心

鏗
協
力
を
お
願
い
す
る
」
 

と
し
て
い
る
。

T

県
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ 

斗
の
吉
岡
幸
一
会
長
ら
が
県 

庁
を
訪
れ
、
知
事
に
手
渡
し 

た
。
知
事
は
「県
と
し
て
努 

ほ
か
、
市
帮
の
指 

導
に
も
努
め
、
同
じ
方
向
性 

を
持
っ
て
ハ
—
ド
面
、
ソ
フ 

卜
面
を
充
実
で
き
る
よ
う
に 

し
た
い
」
と
話
し
た
。

会
委
員
会
が
提
唱
し
て
い 

る

「ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者 

の
十
年(

一
九
九
三
—
〇
一
一 

年)

」 

の
最
終
年
と
今
後
十 

年
間
の
延
長
を
記
念
し
て 

小
泉
首
相
が
発
表
。
全
国 

の
都
道
府
県
知
事
と
市
町 

村
長
あ
て
に
、
障
害
者
施
策 

の
発
展
を
呼
び
掛
け
て
い 

る
。伝

達
式
に
は
、
同
会
か
ら 

缶
尊
士
会
長
を
は
じ
め
七 

人
が
出
席
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を 

読
み
上
げ
、
村
上
市
長
に
手 

渡
し
た
。

爵
で
伝
達
式
が
行
凭 

た
の
は
初
め
て
。
今
後
、
県 

や
各
市
毎
の
磊
障
害
者 

福
祉
連
合
会
な
ど
を
通
し 

て
、
各
首
長
あ
て
に
メ
ッ
セ 

—
ジ
を
佞
え
て
い
く
。

平成14年12月2 7日（金） 

福井新聞

平成14年12月17日（火） 

福井新聞

沁障
害
者
施
策
の
成
果
継
承
に
卷
ち
に
発
展
IB
鴻

首
相
か
ら
マ
ッ
セ
—
ジ
』1

■  

如
事
に
伝
達

栗
田
幸
雄
知
事
®.
に
総
理
大 

臣
メ
ッ
セ
—
ジ
を
伝
達
す
る 

.
-
m
u
 

セ 

，
ン
タ
—
の
吉
岡
幸
—会
長
“ 

-S
b

 
で
,

：■

H

i

s

 

セ
ン
タ
—
の
吉
岡
幸
一
会
長 

送
举
王
八
日
、

Is
序
に
栗 

瓶
事
を
訪
ね
き
れ 

矣
で
の
障
害
嘉
策
の
成
果 

を
継
承
し
、
き
ら
に
発
展
さ 

せ
、
誰
も
が
安
心
し
て
心

£2 

か
に
暮
ら
せ
翕
会
に
し
て 

ほ

き

と

す

杀

蠡

ー
 

郎
羸
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝 

達
い
だ
。
:

」

;,;;•
必
ッ
セ
ト
ジ
は
、
国
が 

「障害
*
>

計
画
」
と
、
 

.
そ
の
実
施
計
画
と
な
る
「障 

害
者
プ
ラ
ン
」
の
畫
に
着

手
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
全 

国
の
知
前
と
市
畀
長
に
伝 

達
し
た
。
1

.;. 

「伝
達
式
に
は
、
吉
岡
会
長 

­
ら
同
セ
ン
タ
—
の
委
員
ら
ハ 

人
が
嘉
。
吉
岡
会
長
が
メ 

ッ
セ
ー
ジ
を
読
星
げ
て
栗 

田
知
事
に
手
渡
し
、
築
田
知 

事
は
「メ
ッ
セ
ー
ジ
に
沿
っ 

て
、
県
と
し
て
も
障
<■
蠢
 

策
の
推
進
に
取
り
組
み
た. 

い
」
と
じ
た
。

ま
た
、
参

加

壽

ら

「各 

市
黑
に
対
し
て
も
ハ
ー
ド 

と
ソ
フ̂

両
面
で
施
策
が 

進
む
よ
う
指
轉
し
て
ほ
し 

い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ハ
栗 

田
知
事
は
「県
と
市
町
村
が 

同
じ
方
向
で
、
障
害
者
に
対 

す
る
課
題
を
解
決
し
て
い
き­

た
い
」 
「と
述
べ
た ° 

-

平成14年12月2 7日（金） 

日刊県民福井
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s

i

 •

議M

续

壬

「®
«
<

离
肅
燕
厳 7
4
1
5
>

取B

か
」
«>H

—
渊

福
井
県
知
事 

栗
田
幸
雄
殿 

福
井
県
障
害
者
施
策
推
進
に
つ
い
て
の
ア
ピ
ー
ル 

国
連
障
害
者
の
十
年
か
ら
、
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
十
年
」
に
引
き
継
が
れ
た
、
障
害 

者
福
祉
施
策
は
今
年
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
障
害
者
に
対
す
る
施
策
は
、

こ
の
十
年 

の
間
に
国
民
全
体
の
認
識
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。 

精
神
薄
弱
者
が
知
的
障
害
者
に
呼
称
が
変
更
さ
れ
、
障
害
者
基
本
法
の
施
行
に
よ
り
、
従 

来
の
身
体
と
知
的
の
両
障
害
に
精
神
障
害
が
加
わ
り
、

三
障
害
に
対
す
る
施
策
が
始
ま
り
、 

共
通
す
る
分
野
の
事
業
が
統
一
し
て
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
人
々
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
為
の
施
策
も
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ 

く
り
活
動
や
共
生
の
ま
ち
の
推
進
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
手
法
の
導
入
、

ハ
ー
ト
ビ
ル 

法

、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
、
運
転
免
許
取
得
者
へ
の
配
慮
、
補
助
犬
の
普
及
、
情
報
提
供 

事
業
等
と
多
く
の
法
制
度
の
改
善
と
施
策
の
進
展
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

然
し
乍
ら
、
精
神
障
害
者
や
知
的
障
害
者
、
重
複
障
害
者
の
人
々
に
対
す
る
差
別
や
偏
見 

を
取
り
除
き
、
そ
れ
ら
の
人
達
の
人
権
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
障
害
者 

の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
人
々
が
社
会
生
活
に
於
い
て
真
に
公
正
で
豊
か
に
な
る
こ
と
を
望
ん 

で
や
み
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
最
終
年
を
終
わ
り
の
年
に
せ
ず
、
新
た
な
始
ま
り
の
年
に
し
な
く
て
は
な
り
ま 

せ
ん
。

今
後
の
障
害
者
に
対
す
る
取
り
組
み
に
さ
ら
な
る
前
進
を
お
願
い
し
、

「
完
全
参
加
と
平 

等
」

の
実
現
の
仕
上
げ
に
ご
協
力
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、
積
極
的
な
施
策
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
、

心
か
ら
お
願
い
す 

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
強
く
決
意
す
る
と
と
も
に
心
か
ら
な
る
要
請
と
し
ま
す
。 

平
成
十
四
年
十
二
月
十
六
日

福
井
県
障
害
者
社
会
推
進
セ
ン
タ
— 会

長 

吉
岡
幸
一

—
4

〇
—



山梨県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

協議会名称 山梨県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 竹内正直（（社福）山梨県障害者福祉協会）

構成団体数 1 7
構成団体名 山梨県障害者福祉協会 山梨県身体障害者連合福祉会

山梨県視覚障害者福祉協会 山梨県聴覚障害者協会

山梨県手をつなぐ育成会 山梨県精神障害者家族会連合会

山梨県身体障害者相談員連絡協議会 山梨県知的障害者相談員連絡協議会

山梨県喉頭摘出福祉会 山梨県発達障害者支援協会

山梨県障害者スポーツ協会 山梨県障害者福祉ふれあい会議

山梨県福祉作業所協議会 自立ネットワーク•やまなし

山梨県民生委員•児童委員協議会 山梨県福祉保健部障害福祉課

山梨県肢体不自由児（者）父母の会連合会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年11月5日 

伝達方法:知事に直接手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期:平成14年11月5日〜12月11日

＜活動の記録〉

「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念フォーラム国内推進キャンペーン事業。 
（市町村長にメッセージ等を届ける。）

市町村名 実施日 市町村名 実施日

山梨県 们月5日

峡
南

fit沢町 11月12日

峡 
中

甲府市 11月5日 増穂町 11月12日

芦安村 11月11日 中富町 们月12日

櫛形町 11月11日 早川町 11月12日

白根町 11月11日 身延町 11月12日

ハ田村 11月11日 南部町 们月12日

竜王町 11月22日 富沢町 11月12日

若草町 11月11日 竝埼市 11月22日

甲西町 ね月12日 双葉町 11月22日

昭和町 11月22日 明野村 ロ月22日

田富町 11月22日

1
須玉町 11月22日

玉穂町 11月22日 高根町 月22日

敷島町 们月22日 大泉村 11月22日

峡 
東

山梨市 11月26日 長坂町 11月22日

塩山市 11月26日 小淵沢町 11月22日

三富村 11月26日 白州町 11月22日

牧丘町 11月26日 武川村 11月22日

勝沼町 11月26日

富
士
北
餾
・
東
部

大月市 11月26日

大和村 11月26日 都留市 11月18日

一宮町 11月26日 富士吉田市 11月20日

春日居町 11月26日 丹波山村 11月22日

石和町 11月26日 小菅村 11月22日

御坂町 11月26日 上野原町 11月22日

八代町 11月26日 秋山村 月18日

境川村 11月26日 道志村 门月18日

芦川村 11月26日 山中湖村 11月20日

中道町 11月26日 忍野村 11月20日

豊富町 11月26日 西桂町 11月18日

峡 
南

市川大門町 12月11日 河口湖町 11月20日

三珠町 12月11日 勝山村 11月20日

上九一色村 12月11日 足和田村 11月20日

下部町 11月12日 鳴沢村 11月20日

六郷町 12月11日
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山梨県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

平成14年11月6日山梨日日新聞より抜粋

、山楽日日業斤聞

要
望
書
を
手
渡
す
竹
内
正
直
会
長(

右)H
甲
府
市
役
所

障
害
者
施
策
の
充
実
要
望
體
豔5

県
障
害
者
施
策
推
進
フ
ォ
— 

ラ
ム
協
議
会(

竹
内
正
直
会
長) 

は

音

、
天
野
建
知
事
と
山
本 

栄
彦
甲
府
市
長
に
障
害
者
施
策 

の
充
実
を
求
め
る
要
望
書
と
、
 

知
事
、
各
市
町
村
長
あ
て
の
小 

泉
純
一
郎
首
相
の
メ
ッ
セ
—
ジ 

を
提
出
し
た
。

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の 

十
年
」
国
内
推
進
キ
ャ
ン
ペ
— 

ン
の
一
環
と
し
て
実
施
。
同
日 

は
、
竹
内
会
長
ら
九
人
が
県
庁

と
市
役
所
を
訪
れ
た
。
市
役
所 

で
は
、
竹
内
会
長
が
「今
後
の 

S
暑
福
祉
の
土
壌
が
揺
る
ぎ 

な
き
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
願 

い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
山 

本
市
長
に
要
望
書
と
小
泉
首 

相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
渡
し 

た
。こ

れ
に
対
し
山
本
市
長
は 

屢
者
が
地
域
で
快
適
な
暮 

ら
し
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
、
 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

同
協
議
会
は
今
後
、
県
と
甲 

府
市
の
ほ
か
県
内
六
十
三
市
町 

村
に
対
しs
e

と
小
泉
首
相 

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
提
出
す
る
。
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踰県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

協議会名称 長野県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 市川利雄(長野県障害者福祉協会)

構成団体数 4
構成団体名 長野県身体障害者福祉協会

長野県知的障害者育成会

長野県肢体不自由児者父母の会連合会

長野県精神障害者家族会連合会

都道府県・指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年
伝達方法:障害者担当部局に郵送

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期:平成14年12月24日

＜活動の記録〉

長野県障害者福祉団体連絡調整会議次第 
(長野県障害者施策推進フォーラム協議会) 

日時平成14年11月6日(水) 

午前10時30分から 

場 所 長野県社会福祉総合センター3階 

第3会議室

1開会

2 あいさつ

3会議事項

(1) 中央社会参加推進センターの活動について ...................... 資料1
「アジア•太平洋障害者のio年」最終年記念フォーラム事業について

ア3つの国際会議の開催

•第6回DPI世界会議札幌大会2002年10月15〜18日

・ 第12回RIアジア太平洋地域会議2002年10月21〜23日

・「アジア太平洋障害者の10年」推進キャンペーン大阪会議2002 
年10月21〜23日

ィ 市町村の障害者計画の策定実施状況に関する調査活動について••別冊 

ウ 「アジア太平洋障害者の10年」最終年に関する行動基鯛••••資料2

3つの国内推進キャンペーン活動

・ 「欠格条項」総点検キャンペーン

・「市町村障害者計画」策定推進キャンペーン

・「情報バリアフリーとIT環境の整備」推進キャンペーン

(2) 長野県障害者社会参加推進センターの活動について

ア 長野県障害者施策推進フォーラム協議会の立上げについて•••資料3

ィ 総理大臣メッセージの取り扱いについて ......................資料4

ゥ知事との懇談会について

・共通事項と各団体事項 ........................... 資料5

(3) その他

4閉会
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長野県 都道府県■指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

平成15年1月 日 

長野県知事田中康夫様

長野県身体障害者福祉協会 

長野県知的障害者育成会 

長野県肢体不自由児者父母の会連合会 

長野県精神障害者家族会連合会

障害者関係団体要望事項

〇共通事項

1 支援費制度移行に伴い障害者福祉サービスが後退しないように 

する。

支援費制度の援護の実施機関が市町村となるがヽ市町村間のサー 

ビスの格差、あるいはゝ障害の特性により、障害者個人が受ける 

サービスに格差が生じないよう、市町村に対して、県の指導•支 

援をお願いします。

2 県の行財政改革により障害者福祉が後退しないようにする。

県の財政事情は承知していますが、行財政改革にあたり障害者 

福祉が後退しないよう特段の配慮をお願します。

〇各団体個別事項

県身体障害者福祉協会

1「長野県障害者プラン」の完全実施を図る。

数値目標があるもの以外の事業も含めて、完全実施を図るよう 

お願します。

2「身体障害者等自立支援センター」を早急に整備する。

県障害者プランを前倒しで整備し、運営についても十分機能す 

るよう、指導をお願いします。

県知的障害者育成会

! 西駒郷改築検討委員会の提言について具体的な推進を図る。

西駒郷改築に関する提言内容については、多くの地域生活への 

転換が示されていますが、現在の地域生活支援体制では保護者は 

不安を感じています。

利用者が地域で安心して生活できる地域支援対策の推進と西駒 

郷の早期改修をお願します。
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長野県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覽

2 地域支援体制の充実を図るため、早急に次の事項を推進する。

・ 各障害保健福祉圏域ごとに生活支援センターを設置する。 

また、ホームヘルプ事業の推進、グループホーム•生活寮の 

運営費補助金の増額、学童保育の児童クラブ事業の補助金支給 

の促進をお願します。

県肢体不自由児者父母の会連合会

1 親なきあとの重度障害児者の在宅福祉施策を拡充する。

重度障害児者の親や保護者は年々高齢化しているので、親なき 

後も在宅重度障害者が、人として安心して生きてゆけるよう、療 

護施設の増設と相談事業、ヘルパー派遣事業など在宅福祉施策の 

拡充をお願します。

2 重度障害者を対象にした福祉的就労と生活の場の確保の支援を 

拡充する。

重度障害者が就労の場を確保することは極めて困難な状況であ 

り、重度障害者がその人らしい社会参加を追及できる福祉的就労 

の場と、生活寮•グループホーム等の生活の場の確保に対する支 

援の拡充をお願します。

県精神障害者家族会連合会

1 精神障害者保健福祉手帳所持者の福祉サービスを拡充する。 

他の障害者の手帳所持者と同様に自動車税の減免、•交通機関の

運賃割引などの拡大及び通院等にかかる費用に助成、公営住宅に 

入居できるよう制度の改善をお願します。

2 グループホーム、共同住居の施設整備費及び小規模作業所の運 

営費助成等を拡充する。

社会的入院と言われている入院患者の退院促進と社会復帰のた 

め、グループホーム、共同住宅の増設に対する施設整備費の配慮 

と小規模作業所の運営費補助単価の引き上げ並びに障害保健福祉 

圏域ごとに地域生活支援センターを設立することをお願します。
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岐阜県 都道府県・指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

協議会名称 岐阜県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 松井逸朗（岐阜県障害者社会参加推進センター）

構成団体数 2 7
構成団体名 岐阜県健康福祉環境部障害福祉課 岐阜県健康福祉環境部保健医療課

岐阜県身体障害者福祉協会 岐阜県視覚障害者福祉協会

岐阜県聴覚障害者協会 岐阜睦声会

岐阜県難病団体連絡協議会 岐阜県筋ジストロフィー協会

岐阜県中途失聴•難聴者協会 頸髄損傷者連絡会

重度障害者の自立をめざす山鳩の会 岐阜県失語症友の会

岐阜県盲ろう者友の会 岐阜県脊髄損傷者協会

（社）岐阜県知的障害者育成会 岐阜県知的障害者支援協会

日本自閉症協会岐阜県支部 岐阜県小規模授産所作業所連絡会

岐阜県精神障害者家族会連合会 岐阜県精神病院協会

日本精神科看護技術協会岐阜県支部 小規模作業所連絡会

精神障害者社会復帰施設 岐阜県障害者雇用促進協会

岐阜県社会福祉協議会 岐阜県福祉事業団

岐阜アソシア

都道府県•指定都市における「決議文」お 伝達日: 平成14年10月7日

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動 伝達方法: 知事の代理に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 伝達時期: 平成14年10月1日〜10月29日頃
伝達活動

く活動の記録〉
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静岡県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 静岡県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 渡辺 鉄栄（（社福）静岡県身体障害者福祉会）

構成団体数 1 4
構成団体名 静岡県身体障害者福祉会

静岡県視覚障害者協会

静岡県聴覚障害者協会

静岡県車椅子友の会

静岡県静鈴会

日本オストミー協会静岡県支部

日本心臓ペースメーか・友の会静岡県支部 

静岡県中途失聴•難聴者協会 

静岡県腎友会

静岡県精神保健福祉連合会

静岡県手をつなぐ育成会

静岡県知的障害者愛護協会 

静岡県社会福祉協議会

静岡県雇用促進協会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日

伝達方法

平成14年10月29日

障害者施策担当部局の担当者に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年11月5日〜12月15日頃
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市長村長への伝達活動

静岡市（11,7）清水市（11,12）富士宮市（11,7）熱海市（11, 

11）浜松市（11,18）浜北市（11,21）焼津市（11,2 9）
三島市（12, 2）袋井市（12, 3）島田市（11,19 ）

計1〇市

土肥町（11,7）中伊豆町（11,8）西伊豆町（11,10）松崎町（1 
1,11）河津町（11,13）戸田村（11,14）小山町（11,2 7） 
韮山町（11,2 9）函南町（12,10）芝川町（12,1〇）

計1〇町村

吉田町（11,11）相良町（11,12）由比町（11,13）金谷町（1 
1,15）蒲原町（11,12）御前崎町（11,2 9）中川根町（12, 2） 
本川根町（12, 3）富士川町（12,1〇） 計9町

竜洋町（11,12）大須賀町（11,14）浜岡町（11,21）
細江町（12, 3）三ヶ日町（12, 4）豊岡村（12, 6）菊川町（12, 
!〇） 計7町村

合計3 6市町村（12月16日現在）

12月16日以降報告のあった市町村

岡部町（12, 6）大仁町（12, 9）東伊豆町（12,16） 
川根町（12,16）大東町（12,16）富士市（12,16）
豊田町（12、2 5）裾野市（12, 2 5）長泉町（12, 2 5）

合計4 5市町村（平成15年1月14日現在）
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く活動の記録〉

協議会名称 三重県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 山本 征雄（（社）三重県身体障害者福祉連合会）

構成団体数 1 9
構成団体名 三重県身体障害者福祉連合会 

三重県肢体不自由者協会 

三重県視覚障害者協会 

三重県聴覚障害者協会 

三重喉友会 

三互会 

友愛会

三重心臓を守る会

三重県ことばを育てる親の会

三重県重症心身障害児（者）を守る会 

三重県知的障害者育成会 

三重県精神障害者家族会連合会 

三重県精神病院会

三重県障害者雇用促進協会 

三重県ボランティア連絡協議会 

三重県知的障害者福祉協会 

三重県立盲・聾•養護学校長会 

三重県身体障害者総合福祉センター 

三重県肢体不自由児（者）父母の会連合会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日 

伝達方法

平成14年10月31日

三重県健康福祉部長に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年10月7日〜
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平成:L4年10月31日

三重県知事北川正恭様

三重県障害者施策推進フォーラム協議会 

三重県障害者社会参加推進センター 

センター長 山 本 征 雄

（社団法人三重県身体障害者福祉連合会会長）

要 望 書

わたくしたち三重県障害者施策推進フォーラム協議会は、次の事項の実現を求め、要望 

する。

記

ー、国が、平成15年度から新障害者基本計画及び新障害者プランの策定推進に伴い三重 

県の新しい障害者計画及び新長期行動計画の策定に関し、市町村間に地域格差を生じ 

ないよう「数値目標」を盛り込むなど策定の推進を要望する。

ー、少子高齢社会における在宅福祉施策の推進には、財源の確保が必要であり、保険方式 

による財源で誰もが安心して暮らせるバリアフリーでインクルージョン社会を構築することを 

可能にする「福祉を目的とする財源」を広く県民の合意形成のもとに創設することを要望す 

る。

ー、扶養義務制度を改正し障害者の基本的人権を確立すると共にア刈力に於けるADA法・ 

イギリス身体障害者差別法•アジアにおいてはインド障害者法•タイ障害者リハビリテーショ 

ン法など差別禁止規定を掲げた法規が世界の二十カ国以上制定された。

しかし、日常的に障害者一人一人の権利が侵害されている状況であり、わが国において 

も早期の「障害者差別禁止法」の制定を要望する。

ー、1999年から「自治体の入札」には、「総合評価方式」が導入されていると伺っていますが 

例えば「障害者雇用率の達成」を入札参加資格に明確に義務付けるなど、拝金主義に等しい 

「価格入札」から「政策入札」への改革を強力に進め障害者雇用対策を一層充実、強化を図る 

ように要望する。

同時に「未開発の障害者の人的資源利用および開発」を図る「保護雇用」であり、「福祉就 

労の場」について、当事者および関係者の視点と参画のもとに賃金をはじめ総合的に検討 

し、試行できる場の提供を要望する。

※ 資料1•••自治体における総合評価入札方式の取組み添付

ー、障害者の通学であり、自立と社会参加のための移送サービスの問題を検討する当事者、 

関係業者を含めた「交通問題協議会」の設置を要望する。
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ー、在宅福祉サービスの質の高いサービス供給体制の整備•充実を図るとともに、真に必要 

とする介護保険の重度認定者、重度障害者の入所待機者をなくする福祉施設の充実を要 

望する。

一、「eふおーらむ」を基軸とする先駆的なモデル事業である障害者SOH〇支援事業の実施 

（02年12月）に深く感謝いたします。そこで当事者を代表する三重県障害者社会参加推 

進センターが当事者の立場から参画することが大原則と考える。

また、総合行政の立場から、三重県障害者雇用促進協会（OA事務科学校関係者含む）、 

県及び市町村障害福祉関係者等による常設の委員会を設置し、当事者ニードによる「eふ 

おーらむ」の運営を強く要望する。

ー、高齢者の社会参加及び障害者の自立と社会参加の促進の見地から、国土交通省のきも 

いりで、高齢者、身体障害者等の個別輸送である「スペシャル讣ランスポート•サービス（ST 
S）」については、交通バリアフリー法の成立以降3年以内を目処に、そのあり方について結 

論を出すことになっており、その趣旨が交通バリアフリー法及び道路運送法等改正法の付 

帯決議において、交通バリアフリー化の推進の観点からタクシー等の活用を図るべき旨が 

盛り込まれている。三重県として早急な取組みを要望すると共に現在の状況をお伺いした 

い。

ー、措置から自己決定の契約に伴う新時代に於ける支援費制度の理念を生かすピアの立場 

の障害者ケアマネージャー、権利擁護支援員、相談員などによる在宅で自己実現を可能 

にする当事者の人材養成及び研修体制の確立を要望する。

ー、ハートビル法の改正に伴い対象用途の特定建物「学校事務所共同住宅等」が努力義 

務用途として追加され、且つ地方公共団体が条例で「義務付け対象に追加可能」となって 

いる。公布平成14年7月12日、施行1年以内で、政令で定める日とある。

「バリアフリーの基本」は、自由に本人の意思で常に行動できることであり、基本的人権 

に通ずる。特に学校は、地域コミュニティーの見地からもエレベータの設置を含め義務付 

け対象の「特定特別建物」にお願いしたい。また、学校の垂直方向のバリアフリーは、1% 
程度の進拶が現状であり、早急な対策を強く要望する。

※三重県として県立高校の建替え等において、既にエレベータを取付けていることも 

あって、現状に於けるこの点の問題は「市町村の責務」にあると伺っていますが、こと 

エレベータに関しては、現在のバリアフリー条例の設置基準2, ooonfを見直し、すべ 

ての公共施設の建物については、特別特定建物として義務化に改正をして、各市町 

村の建物は市町村の責務として、取付けるように条例の改正を要望する。

ー、補助犬法の施行に伴う事業の推進、重度障害児（者）へのきめ細かい施策の推進、精神 

障害者保健福祉施策の推進等国の社会福祉施策に連動した県費予算の計上を強く要望 

する。

以上
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協議会名称 滋賀県障害者施策推進フォーラム協議

代表者名 井上 庄次郎（（財）滋賀県身体障害者福祉協会）

構成団体数 2 2
構成団体名 滋賀県身体障害者福祉協会 日本オストミー協会滋賀県支部

滋賀県手をつなぐ育成会 滋賀県精神保健福祉協会

滋賀県脊髄損傷者協会 滋賀県腎臓病患者福祉協会

滋賀県視覚障害者福祉協会 滋賀県ろうあ協会

滋賀県中途失聴難聴者協会 滋賀湖声会

滋賀県社会福祉事業団 滋賀県社会福祉協議会

滋賀県障害者雇用促進協会 滋賀県障害児•者父母の会連合会

滋賀県健康福祉部障害福祉課 滋賀県障害者スポーツ協会

滋賀県障害児協会 滋賀県聴覚障害者福祉協会

滋賀県健康福祉部健康対策課 滋賀県断酒同友会

滋賀県精神障害者を守る会連合会 滋賀県身体障害者福祉協会（青年部）

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日 

伝達方法

平成14年10月17日 

知事の代理に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年10月9日

く活動の記録〉

「アジア太平洋障害者の+年」最終年ハイレベル政府間会合関連行事

くアジア太平洋障害者の
十年後の取り組みを考える集い

12時〜 ・出演:「花の木どんぐり共同作業所」のみなさん

由
13時20分〜・コーディネーター

会場:ピアザ淡海2階ピアザホール（受付開始9時） 

第1部話演会「障害者の社会参加一きらっと生きるー」
1〇時〜 ・購師:ジェフ•バーグランド氏

〇 アトラクション「手話による歌」

ジェフ•バーグランド氏

1946年アメリカ合衆国ダコタ州生 
帝塚山学院大学人間文化学部教授

平爾才4年10月27日（日） 」

午前1〇時〜17時厂主会 場:ピアザ淡海2階ピアザホール 

” ；＞•■・湖北会場:磁賀県立文化産業交流会館

.；パノm，"ノ：n し• ■ヽ
--主軽:けジア太乎洋臊害者の十年」最終韋びわこ会議実行委員会 

「NHK大津放送局 NHK厚生文化事業団
協力:滋賀県障害者社会参加推雀協議会

15時〜

第2部 インターネットフォーラム「牒罟香の社会復帰」

ーーー ... 西橘正泰氏
助 言 者 ジェフ•バーグランド氏

衬井龍治氏 
発 莒 考 ©BOSのみなさん

第3部 パズ•セッション（ピアザ淡海301号室~305号室） ノ
参加巻のみなさん、日ごろの思いを建見交換しましょ?/

西權正泰氏 
元NHKアナウンサー

Z A
湖北会場:インターネットによる会議参加

会場:滋賀県立文化産業交流会館 第2会議室

（受付開始9時）

10時〜 インターネットを利用してピアザホールの様子
J_______________ を見たり、インターネットフ刀ーラムに参加出来ます.，
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決 議 文

1. 「ノーマライゼーション」の理念を基に、障害者が地域における支えあいの中で自立し、生 

き甲斐をもって生活できる社会の実現へむけて積極的に社会に参加するよう努める。

2. 「淡海障害者プラン」につづく,計画目•標の「新淡海障害者プラン（仮称）］が幅広い障害者の 

参画のもとに策定されるよう要望する。

3. 障害者が標榜する「完全参加と平等」を具体化し、障害者の雇用促進と欠格条項の撤廃など 

就労機会が増大する対策を講じられるよう要望する。

4. 障害者の自立生活と社会参加を促進するため、「住みよい福祉のまちづくり条例」や「ハー 

トビル法」および「交通バリアフリー法」をより一層推進し、社会のあらゆる面に完全なバ 

リアフリー化が実現されるよう要望する。

5. 急激に増大する障害者や高齢者の様々なリハビリテーション需要（医学的・社会的・職業的・ 

教育的リハビリテーション）に的確に対応できる「総合リハビリテーションセンター（仮称）」 

の早期整備を要望する。

6 .身体障害•知的障害・精神障害の三障害者に対する共通施策を総合的、効率的に推進する役 

割を担う「障害者社会参加推進センター」の整備と機能拡充および活動体制に必要な条件整 

備を速やかに実施されるよう要望する。

7. 「障害者基本法」に定める市町村単独の「障害者計画」の策定が、福祉圏域単位の「障害者 

地域福祉計画」との整合をはかりつつ促進されるとともに、各市町村の障害者施策（単独事 

業）の充実強化がはかられるよう要望する。

8. 地理.的•交通条件等から著しい制約を受けている県東北部地域への「福祉センター」早期設 

置を要望する。

9. 障害（児）者教育について、高等学校教育を義務教育化するなど、高校教育の機会.確保と大 

学進学への便宜供与をはかるとともに、併せ生涯教育の普及を促進されるよう要望する。

10. 地震や火災などの災害時に的確に対応できるマニュアルを各市町村において作成し、情報入 

手や自力での避難等が困難な障害者や高齢者に配布されるとともに、災害弱者に対応する緊 

急管理•連絡体制を早急に確立されるよう要望する。

以上決議する。

平成14年U月10日

滋賀県障害者施策推進フォーラム協議会
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「アジア太平洋障害者の十年後の取組みを考える集い」 

〜若者による活動をとおして〜フォーラム宣言

私たちは、本日開催した「アジア太平洋障害者の十年後の取り組みを考える集い」〜若 

者による活動を通して〜において、障害のある人に対する理解と障害がある人自身が取組 

むべき事を考え、障害者施策の強力な推進と障害者自身の大いなる自立と社会参加に向け 

て、5つのテーマを掲げます。

第1に「WORK」仕事です。

障害があることにより仕事が出来ないのではなく、どんな障害であっても何かできる。 

それが社会参加につながる自立への第一歩となるのです。

第2に「HEAJRT」心です。

心と心をつなげることが、理解と優しさを生み、障害のある人もない人もすべての人々 

が支えあうことで幸せな人生を送ることが出来るのです。

第3に「LOVE」愛です。

愛情豊かな人は、仕事においても家庭においても、喜び楽しみがあると思います。障害 

を持つがゆえにより人を愛することができ、それが希望にも支えにもなります。

第4に「LIFE」くらしです。

現在の社会は、障害のある人にとっては、まだまだ暮らしにくい状況です。そんな社会 

を本来の姿にするために、障害のある人もない人も一緒に声をあげることが必要です。

第5に「MESSAGE」伝えるです。

ものを伝えるということが、すべてにおいて何より一番大切なことであり、自分を表現 

し、自分自身を変えてゆくための手段となるのです。.

私達は以上5つのテーマに基づき、障害のあるなしを取り払い、障害者も健常者も一緒 

に「ノーマライゼーション」社会（本当の社会）を目指し、この「アジア太平洋障害者の 

十年後の取り組みを考える集い」で交わされた思いを通じて取組んでいくことを宣言しま 

す。

平成14年10月％7日

「アジア太平洋障害者の十年」最終年びわこ会議実行委員会 

財団法人滋賀県身体障害者福祉協会青年部 

滋賀県障害者施策推進フォーラム協議会
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都道府県•指定都市における「決議文」お伝達日:平成14年12月20日 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動伝達方法:知事の代理に手渡し

協議会名称 奈良県障害者施策推進フォーラム協議

代表者名 坂下美恵子（奈良県身体障害者福祉協会連合会）

構成団体数 ! 〇

構成団体名
奈良県身体障害者福祉協会連合会

（社団）奈良県視覚障害者協会

（社団）奈良県聴覚障害者協会

奈良県中途失聴•難聴者協会

奈良交声会

全国脊髄損傷者連合会奈良県支部

日本オストミー協会奈良県支部

（社団）奈良県手をつなぐ育成会

奈良県肢体不自由児（者）父母の会連合会

奈良県精神障害者家族会連合会

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 伝達時期:平成14年12月13日〜12月25日頃 

伝達活動

く活動の記録〉

次ページ参照
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要 望 書

中央障害者社会参加推進センターにおいて、本年が「アジア太平洋障害者の十年」最終 

年になることから、今後の障害者施策の実施、特に国、地方公共団体における新しい障害 

者計画の推進等を積極的に働きかけることを目的として、各都道府県に障害者施策推進フ 

オーラム協議会を立ち上げることが決定されました。

本県においても「奈良県障害者施策推進フォーラム協議会」を立ち上げ、障害者の自立 

と社会参加に向けた活動を展開することとしました。

そこで、次の事項にかかる積極的な対応を要望します。

1 障害のある人が地域で自立して社会参加をする等、より安心して暮らしていくために 

も、自己決定を尊重した支援費制度は重要である。このため円滑な制度移行に向けた諸 

施策を着実に実施されたい。

2 障害のある人もない人も、地域で共に生きる社会の実現には、それぞれの地域に合わ 

せた障害者計画が必要である。このため、奈良県における現行の障害者計画の見直しを早 

期に進め、新しい計画を策定されるとともに、策定にあたっては次の点に留意されたい。

(1) 適正な障害保健福祉圏域の設定

(2) 数値目標の設定

(3) 障害者本人や障害者団体の意見の反映

3 県内市町村における、障害者計画の策定やサービス提供基盤の整備については大変重 

要である。このため、次の点について指導されたい。

(1) 障害者に関する施策の総合的•計画的な推進を図るため、市町村障害者施策推 

進協議会の設置

(2) 障害者本人や障害者団体の意見が適切に反映されるとともに、数値目標が設定 

された市町村障害者計画の策定

(3) 居宅支援体制の整備や日中活動の場の確保、相談支援体制の推進など、サービ 

スが的確に行われる体制づくり

(4) 県内すべての市町村障害者計画策定の完全達成

平成］.4年12月2 0日

奈良県知事 柿本 善也 様

奈良県障害者施策推進フォーラム協議会 

会 長 坂下 美恵子
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く活動の記録〉次ページ参照

協議会名称 和歌山県障害者施策推進フォーラム協議

代表者名 小西悟（和歌山県身体障害者福祉協会連合会）

構成団体数 1 6
構成団体名 和歌山県子ども•障害者相談センター 

和歌山県精神保健福祉センター

（福）和歌山県社会福祉協議会

（福）和歌山県身体障害者連盟 

和歌山県視覚障害者福祉協会

（社）和歌山県聴覚障害者協会 

和歌山県肢体障害者協会 

和歌山県身体障害者連盟 

和喉会 

オストミー協会 

和歌山県身体障害者スポーツ協会 

和歌山要約筆記会 

和歌山手話通訳問題研究会 

和歌山県障害児者父母の会連合会 

和歌山県手をつなぐ育成会 

和歌山県精神障害者家族会連合会 

和歌山県精神保健福祉協会

（福）琴の浦リハビリテーションセンター 

和歌山県 

和歌山市

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日 

伝達方法

平成14年10月29日

知事に直接手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年11月末日〜12月末日頃
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+ 4
天片伏咸

福祉の前進を目指じ、次のとおり決議する。

1.新しい障害者プランの策定に当たっては、あらゆる障害者に配慮し、障害者間 

に;^差や不平等を生じないよう適に対応されたい。

1.障害者の自立と社会参加を堅持するため］雇用の確保と職塲の拡大開拓を図ら 

れたい。

1.物理的なバリアフリーだけでなく心のバリアフリーの推進を図られたい。

1.聴覚障害者が希望をもって生活できる労働環境の整備を図られたい。

1.高速道路における障害者割引の手続きの簡素化で、利用機会の均等を図られた 

い。• •

1.携帯電話による緊急1一1〇番や119番呼出専用ボタンのメールサービスの実 

現を図られたい。

1.視覚障害者に対するガイドヘルパーの充実及び拡充を図られたい。

1.J R及び私鉄の県内の各駅を総点検し、点字ブロックの完全設置、音声装置案 
内等視覚障害者のバリアフリーに努められたい。'

また、県下の盲人用音響信号機を統一されたい。

1.県内に視覚障害者のための更生施設を設置されたい。

1.身体障害者補助犬法施行に伴い、関係者に広く周知徹底されたい。

1.基幹国道に障害者用トイレ等の設置を早急に図られたい。

1.バリアフリー施策を強力に推進し、障害者がどこへでも出かけられる環境づく 

りに努められたい。

以上
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都道府県•指定都市における「決議文」お伝達日:平成15年2月13日 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動 伝達方法:知事の代理に手渡し

協議会名称 鳥取県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 浦木修一（鳥取県身体障害者福祉協会）

構成団体数 1 6

構成団体名 鳥取県身体障害者福祉協会

鳥取県手をつなぐ育成会

鳥取県精神障害者家族会連合会

鳥取県視覚障害者福祉協会

鳥取県ろうあ団体連合会

鳥取県身体障害者青壮年連盟会

日本筋ジストロフィー協会鳥取県支部

鳥取県清音会

鳥取県腎友会

日本オストミー協会鳥取県支部

鳥取県障害者スポーツ協会

鳥取県身体障害者福祉施設協議会

鳥取県知的障害者福祉協会

鳥取県精神保健福祉協会

鳥取県断酒連合会

日本てんかん協会鳥取県支部

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 伝達時期:平成15年2月1日〜 

伝達活動

＜活動の記録〉
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協議会名称 島根県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 藤井 辰朗（島根県障害者社会参加推進センター）

構成団体数 1 7
構成団体名 島根県身体障害者団体連合会 島根県肢体障害者協会

島棍県ろうあ連盟 島根県視覚障害者協会

島棍県難聴者協会 日本オストミー協会島根県支部

島根県清音会 島根県腎臓病患者連絡協議会

身体障害者更生援護施設 島棍県障害者スポーツ協会

島根県手をつなぐ育成会 島根県知的障害者福祉協会

島棍県精神保健福祉会連合会 島根県障害者雇用促進協会

島根県社会福祉協議会 島根県社会福祉事業団

全国精神障害者社会復帰施設協会島棍支部

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日 

伝達方法

平成14年12月18日

知事に直接手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年12月20日〜

く活動の記録〉 平成14年12月18日

島根県知事

澄田信義様

島根県障害者施策推進フォーラム協議会 

島根県身体障害者団体連合会 会長 藤井

島根県精神保健權祉会連合会会長辻

离根県手をつなぐ育成会

「内閣総理大臣メッセージ」の伝連について

今年2002年は「アジア太平洋障害者の十年」最終年、澤害者プラン最終年期にあ 

たるほか、障書耆が利用する.福祉サービスを原則として障害卷自身が選択する「支援 

费制度」が来年から始まるのを受けて動きの激しい年となっております。

このほど小泉純一郎内閣越理大臣から全国の都遂府螺:知事•市区討畏に向けた、 

障害者施策推進に関するヌッセージ郁、別廉:の通り、八代茨太「アジア太平洋障書者 

の十年」最終紀念フォーラム組織耋員長に手渡され、各自治体に伝連するよう要睛が 

ありまし社。

島根県でも島根県障害者社会参加推進センターが中心となり障書者団体による協 

讓会（島根県陣害者施策推進フォーラム協錐会）を設立し、3の障害者施策（市町村 

障害者計画策定の推進•彈書者「欠格条項」の越点検•「情報バリアフリー」の推進） 

をテーマとして社会參加推進フォーラムを企画するなど活勘を展開しております。

ここに、内閣総理大臣からのメッセージをお渡しいたしますので］貴赚におかれても 

「アジア太平洋障害者の十年」の最終年が、事の終わりでなく、事の始めの年となりま 

すよう特段のご理解とご協力をお願いします。
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内閣総理大臣メッセージの伝達活動方法

1
2

3

4
5
6
7
8
9
10
11
12

13

14
15
16
17
18
19

20

21

22

23

24

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

36

伝達方法・・・・1.市町村長に直接手渡した

2. 市町村長の代理に手渡した

3. 障害者施策担当課に手渡した

4. 市町村長あて郵送した

5.その他

3月24日現在32町村回答

市町村 伝達方法 伝達日 備 考

松江市

浜田市

出雲市 2 H15.2.17

3障害地区スポーツ協会設立支援、障害者パソコン貸 
与事業、公共設備建物等に対する障害者の意見の吸 

収、などを御願いした。それらについては、前向きな返 
事をいただきました。

益田市

大田市 3 H15.1.8
安来市 4 H15.1.27
江津市

平田市 3 H15.1.9 担当者は課内周知及び決裁にて対応するとのこと

鹿島町
島根町_

3 H15.1.7

|八雲村
1 H15.2.20

福祉関係会議（石倉村長出席）の席上、村長に直接手 
渡した。村長より「承諾しました」との返答がありました。I玉湯町

3 H15.1.10iハ束町
剧町 1 H15.1.10 内容をよく読んで善処するとのこと[[I li・
仁多町

町長に対しての要望事項

横田町 '1 H15.1.16

1） コミュニティーセンター 2階へのエレベーターの設置
2） 庁舎2階からコミュニティーセンターへの通路の設置
3） 伝統産業会館の2階へのエレベーターの設置
この対応については、担当者と協議、検討の上施策の 
推進に努力したいとのこと。

大東町

加茂町 1 H15.2.10

H14.10.8に行われた加茂町内を調査した時の問題点を 
話した。加茂町役場のスロープ、ドア、インターホンの 
改善、雲南地区の身障者のグランドゴルフ大会時に使 
用する加茂中央公園の多目的広場に身障者用のトイ 
レがないこと等を話し、町長よすべて応えることは確約 
は出来ないが、検討するとの答えがあった。

木次町 2.3

三刀屋町 1 H15.2.10

身体障害者福祉を初め福祉事業にはきめ細かく対応し 

ている。小地域での福祉活動など周辺各町よりも一歩 
進んだ福祉施策を実行していることを（比較する基準は 

いろいろあろが）強調したい。メッセージは確かに受け 

取ったので今後お互いに頑張りましょうとのお話でし 

た。難聴者問題についても力を入れておられることを申 
し添えます。i i IT—

頸原町
赤来町 3 H15.1.7
多伎町
湖陵町
斐川町
佐田町 1 H15.2.14
大社町
温泉;筆町

仁摩町 2 H15.2.2 助役に手渡した。来客のため会話無し。

川本町 3 H15.1.28
町長、助役が留守のため福祉係に手渡した。必ず町長 
に渡すとの回答
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37

38

39

40

41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

51

52

53

54
55

56

57

58

59

市町村 伝達方法 伝達日 備 考

石見町 3 H15.2.3

（担当課長より）

石見町は昭和45年「社会福祉の町」を宣言し、以来、住 

民福祉向上に向け諸施策を進めて参りました。

こうした中、平成15年4月より、障害者福祉の新しい仕 
組み「支援費制度」がはじまります。町といたしましても 

新制度の円滑な移行が図られるよう、そして、障害者の 
方々の自立と社会参加促進に向けた町づくりを図るた 

め、関係機関との連携をより一層深めて参りたいと考え 
ております。

瑞穂町 1 H15.1.20

町長室において議会議長も同席の上手渡した。町の福 

祉の取り組み等について、いろいろ要望を交えて約1 
時間懇談した。メッセージについては、趣旨は十分理解 

してこれからの障害者の福祉について、諸施策に一層 

発展するよう努力したい。（手をつなぐ育成会からも諸 
願書あり、内容は不明）

邑智町 1 H15.1.20

新庁舎の完成に伴い身体障害者の利便性の充実や 
種々福祉の推進対策を構じているところである。更に今 
回のメッセージの趣旨に沿って前向きに検討し対応し 
ていくよう努力する考えである。

桜江町 1 H15.1.17

当協会からは正副会長、町からは町長と担当課長が懇 
談した。「現在の障害者プランは数値目標がないので 
早急に見直しを行い、新しい障害者プランの策定に努 

力して障害者の福祉と社会参加が容易になるようバリ 

アフリーにより一層の努力をする。」との回答。
羽須美村 3 H14.12.27
大和村 3 H14.12.24
金城町
旭町 3 未記入
弥栄村
三隅町
美都町 3 H15.1.14
匹見町
津和野町
日原町 3 H15.1.9

柿木村 1 H15.1.8
「これまでの障害者施策を踏まえ、誰もが安心して心豊 
かに暮らせる社会にできる様努力したい」と村長より話 
があった。

六日市町

西郷町 1 H15.1.10

町長対応。「町長に就任以来、福祉施策を町政の重点 
項目として取り組んできた。今期限りで引退するつもり 
であるが、少子高齢化の進む中で、今後も福祉施策は 

町政の大きな柱となることは必然であり、新町長にしっ 
かり引き継ぎをします」とのコメントをいただいた。

布施村 1 H14.12.24 村長から誠心誠意に努力するとの言葉を頂いた

五箇村 2 H15.1.22 村長不在の爲、助役に直接手渡した。

都万村 1 H15.2.3
都万村役場村長室において住民課長立会いの上、別 
紙関係団体と連名で伝達しました。

西ノ島町 1 H15.2.16

当町では町長改選の結果、新町長が2月12日より就任 

したので、2月17日福祉3団体の請願書を添えて町長に 
提出した。伝達当日は懇談時間を設定して請願書の主 
たる内容である西ノ島町障害者プランの具体化•実現 

化について要望した。新町長は財政危機から現在再建 
途上にあるがよく検討して善処していきたいとの回答で 

あった。

海士町

知夫村 1 H14.12.26

知夫村役場、村長室において障害福祉係同席のもと、 
メッセージの伝達を挙行した。同時に隠岐島内各町村 
の隠岐汽船待合所等バリアフリーの解消を要望。村当 
局も障害者の人達が安心して暮らせる生活環境づくり 

に努力するとの言葉をいただいた。
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く活動の記録〉

協議会名称 岡山県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 藤田勉（（財）岡山県身体障害者福祉連合会）

構成団体数 11
構成団体名 （財）岡山県身体障害者福祉連合会 （社）岡山県聴覚障害者福祉協会

（福）岡山県視覚障害者協会 （社）岡山県難聴者協会

（社）日本オストミー協会岡山県支部 新声会

岡山県腎臓病患者連絡協議会 （社）岡山県手をつなぐ育成会

（社）岡山県知的障害者福祉協会 岡山県精神障害者家族会連合会

（福）岡UJ県社会福祉協議会
都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日 

伝達方法

平成14年12月12 H
障害者施策担当部局の担当課長に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年12月12日〜平成15年1月31日

岡山県知事石井正弘殿

要 望 書

（平成14年］.2月）

岡山県障害者施策推進フォーラム協議会
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「アジア太平洋障害者の十年」の最終年にあたり、私たちは、貴県に対し次の 

とおり要望します。

記

1 市町村障害者計画の策定推進について

岡山県内における市町村障害者計画の策定状況は、平成14年5月末現 

在で8 2%と伺っております。すべての市町村が、障害者計画を策定され 

るよう御指導をお願いします。

なお、計画策定や見直しにあたっては、次の事項について御留意願いま 

す。

① 計画策定を困難にしている状況は何か、を検討してください。

② 計画は常に見直し、時宜にあったものとしてください。

③ 計画策定の際には、平成5年に国連総会で採択された「障害者の機 

会均等化に関する基準規則」と「アジア太平洋障害者の十年12課題 

107の項目」をも参考としてください。

④ 難病など障害認定されていない人の施策を含んだ計画としてくださ 

い。

⑤ 施策の計画策定については、福祉領域と同じように関連領域（特に 

教育）にも御配慮ください。

⑥ 「就労支援」についてヽ計画に盛り込み、施策としても実施してく 

ださい。

⑦ 「知的障害者にも理解できるような情報提供サービス」について、 

計画に盛り込み、施策として実施してください。

⑧ 計画策定の方法において、調査票策定前に障害者の意見を聞いてく 

ださい。

⑨ 「数値目標の設定」にあたっては、住民や障害者団体の要望に基づ 
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いて設定してください。

⑩計画策定委員会等への障害者委員の選出方法は 、団体代表以外に当 

事者の関与の機会を設けてください。

⑪ 市町村相互が広域的に障害者計画を進めることができる計画として 

ください。

2 欠格条項の実態について

「アジア太平洋障害者の十年」最終記念フォーラムキャンペーン委員会 

が実施した全国自治体アンケート調査において、次の実態が見受けられま 

したので、点検し、県内市町村においてそのような実態があれば、改善す 

るよう市町村を御指導ください。

① 公的施設の利用制限、議会•委員会等の傍聽制限に多くの精神障害 

に関わる欠格条項が存在している。

② 精神障害に関わる利用制限については、「精神に異常あるもの」と 

いった表現が多く見られる他、「精神薄弱」や「精神錯乱者」といっ 

た表現による制限規定を設けている市町村が存在した。

③ 資格制限については、一般事務職員及び現業事務職員に限ってみる 

と少数ではあるが.条例、規則に障害を理由にした欠格条項が存在し 

た。

④ 受験資格や試験時の適切な配慮については、試験時の配慮がないな 

ど、実質的なレベルでの制限や門前払いが存在する。

3 県政に対して

平成11年4月に策定されました「岡山県障害者長期計画」にしたがっ 

て、私たちが、地域でともに生活できるノーマライゼーションの社会をめ 

ざし、全力を挙げて取り組んでくださいますようお願いいたします。
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都道府県•指定都市における「決議文」お伝達日:平成14年11月1日

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動 伝達方法:障害者施策担当部局の担当者に手渡し

協議会名称 広島県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 熊谷忠（広島県身体障害者団体連合会）

構成団体数 1 3

構成団体名 （社）広島県身体障害者団体連合会 

広島県身体障害者施設運営協議会

（社）広島県手をつなぐ育成会

広島県知的障害者福祉協会

（社）広島県精神保健協会

（福）広島県社会福祉協議会

（社）広島県精神障害者家族会連合会

（社）広島県雇用開発協会

広島県ボランティア活動推進会議

（社）日本てんかん協会広島県支部

（財）広島県体育協会

広島県立リハビリテーション・スポーツ

（福）日本社会福祉士会広島県支部 

交流センター（おりづる）

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 伝達時期:平成14年11月5日 

伝達活動

く活動の記録〉

次ページ参照
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広障施推第1号 

平成14年11月1日

広島県福祉保健部長

三浦公嗣様

広島県障害者施策推進フォーラム協議会 

会長熊谷 忠

「内閣総理大臣メッセージ」の伝逹について（通知）

秋冷の候ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

平素から障害者福祉の推進につきましては、格別のご高配を賜 

り厚くお礼を申し上げます。

さっそくですが、ご承知頂いておりますとおり今年は、「ア 

ジア太平洋障害者の十年」の最終年にあたるため、中央の方では、 

記念フォーラム組織委員会が結成され、各種事業が実施されてお 

りますが、このたび、その一環として、別添通知（写）のとおリ、 

各県においても、「推進フォーラム協議会」の組織化と「内閣総 

理大臣メッセージ」の伝達活動についての通知がありました。

この通知に基づき、広島県においては、10月8日（火）付けを 

もって、広島県障害者施策推進フォーラム協議会（構成メンバー 

は別紙のとおり）を立上げるとともに、このたび、「内閣総理大 

臣メッセージ」を伝達させて頂きますので、どうぞ、よろしくお 

願いします。
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く活動の記録〉

協議会名称 山口県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 村上 潔（（社）山口県身体障害者団体連合会）

構成団体数 7
構成団体名 山口県身体障害者団体連合会 

山口県手をつなぐ育成会 

精神障害者生活訓練施設ひまわり荘

山口県知的障害者福祉協会

山口県精神障害者福祉会連合会 

山口県重症心身障害児（者）を守る会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日: 

伝達方法:

平成15年1月16日

山口県健康福祉部長に手渡し（懇談）

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期:

伝達方法:

平成14年12月27日〜平成15年1月6日頃 

郵送（各市町村宛）
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山障施推第 1 号 

平成14年12月26日

山口県健康福祉部

部長佐久間勝雄様

山口県障害看施策推進フォーラム協議会 

会長村上 滅

「内閣總理大臣メッセージ」の伝達について（通知）

師走の侯.貴殿におかれましては.益々ご清祥のこととお慶び申し上 

げます。

平素から障害者福祉の推進につきましては.格別なご高配を賜り厚く 

お礼申し上げます。

さて、ご承知のとおり.今年は、『アジア太平洋障害者の十年」の最 

終年にあたるため、中央の方では、記念フォーラム組織委員会が結成さ 

れ.各種事業が実施されておりますが.このたび.その一環として.別 

添通知（写）のとおリ・各県においても、「推進フォーラム協議会」の 

組織化と「内閣繪理大臣メッセージ」の伝逹活動についての通知があり 

ました。この通知に基づき・山口県においては.12月2 5日付けをも 

って、山口県障害者施策推進フォーラム協議会（構成メンバーは別蔽の 

とおり）を立ち上げるとともに、ごのたび、「内閣総理大臣メッセージ」 

を伝達させていただきますので、よろしくお願い申し上げます。

なお、伝達の時期については.年明け早々を考えております。
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く活動の記録〉

協議会名称 徳島県障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 原宗一（徳島県身体障害者連合会）

構成団体数 11
構成団体名 徳島県身体障害者連合会 徳島県肢体障害者協会

徳島県視覚障害者連合会 徳島県聴覚障害者福祉協会

徳島県中途失聴者難聴者協会 徳島県内部障害者団体

阿波喉友会 徳島県手をつなぐ育成会

徳島県知的障害者福祉協会 徳島県精神障害者家族会連合会

徳島県精神保健福祉協会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年11月19日 

伝達方法:知事に直接手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期:平成14年10月31日〜平成14年12月31日頃
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県
勤
労
身
体
障
害
者
体
育
施
設
は
、
今
後
と
も
県
営
に
よ
り
存
続
し
て
頂
き
た
い
。
 

六

障
害
者
交
流
ブ
ラ
ザ
が
設
立
さ
れ
た
後
で
も
、
德
島
県
聴
觉
障
害
者
セ
ン
タ
—
は
存
続
し
て
頂
き
た
い
。
 

七

市
町
村
の
居
宅
生
活
支
援
事
業
の
実
施
推
進
に
つ
い
て
、
連
絡
調
整
の
た
め
の
協
議
会
を
設
置
さ
れ
た
い
。
 

ハ

情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
し
、
難
聴
者
、
高
齢
者
も
社
会
参
加
可
能
と
な
る
よ
う
に
配
慮
願
い
た
い
。

平
成
十
四
年
十
一
月
十
九
日

人

德

島

県

身

体

障

害

者

連

合

会

人
徳
島
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

德
島
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会

德
島
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会

徳
島
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

徳

島

県

知

事

大

田
 

正 

様

会

長
 

原

宗

w
i

会

長

森

井

章



^
8

曹
旅
潯
湎•

議

琦

啖

哥

「®
m
<

离
肅
講
厳7
4
1
5
>

取B

ぬ
」
盼0
1

卿

決 

議 

書

ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
の
十
年
の
最
終
年
を
迎
、
5

わ
が
国
に
お
け
る
障
害
者
施
策
十
年
の
成 

果
を
評
価
し
、
今
後
に
お
け
る
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
そ
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的 

と
し
、
全
国
各
都
道
府
県
に
お
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
展
開
中
で
あ
る
。

こ
れ
に
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
徳

島

県

に

お

い

て

も

三

障

害(

身

体
•

知

的
•

精
神)

関
係
各
団 

体
の
代<

者
に
よ
る
徳
島
県
障
害
者
施
策
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
協
議
会
を
結
成
し
、
本
県
に
お
け
る 

障
害
者
福
祉
十
年
の
成
果
を
顧
み
る
と
と
も
に
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の
福
祉
の
あ
り
方
に
つ 

い
て
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
事
項
を
決
議
し
、
実
現
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
。

ー
 

障
害
者
施
策
の
企
画
、
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
者
団
体
の
意
見
、
提
言
に
充
分
配
慮
す 

る
よ
う
要
望
す
る
。

二 

障
害
者
に
関
わ
る
欠
格
条
項
の
完
全
撤
廃
を
要
望
す
る
。
 

三

交

通

・
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
徹
底
を
要
望
す
る
。

四 

障
害
者
の
雇
用
の
拡
大
と
、
安
定
的
且
つ
継
続
的
な
就
労
を
確
保
す
る
為
の
総
合
的
施
策
の 

推
進
を
要
望
す
る
。

五

障

害

者

を

め

ぐ

るI
T
<

境
の
整
備
の 
足
進
を
要
望
す
る
。

以
上
決
議
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

徳
島
県
障
害
者
施
策
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
協
議
ハ 

代
表 

德
島
県
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長 

原 

宗



高知県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 高知県障害者社会参加推進協議会

代表者名 片岡 卓宏（（財）高知県身体障害者連合会）

構成団体数 1 3
構成団体名

（財）高知県身体障害者連合会 

高知県視力障害者協会

（社）高知県聴覚障害者協会 

高知県難聴者・中途失聴者協会 

高知県喉友会 

高知県肢体障害者協会 

日本オストミー協会高知県支部

（福）高知県知的障害者育成会 

高知県知的障害者福祉協会 

高知県精神障害者家族会連合会

（福）高知県社会福祉協議会 

高知県健康福祉部健康増進課 

高知県健康福祉部障害福祉課

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日 

伝達方法

平成14年10月17日

障害者施策担当部局の担当者に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年9月24日〜平成14年10月17日頃
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大分県 都道府県.指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

協議会名称

代表者名 

構成団体数 

構成団体名

大分県障害者施策推進フォーラム協議会 

麻生 浩一（（社）大分県知的障害者育成会） 

1 7
（社）大分県身体障害者福祉協会

（社）大分県精神障害者福祉会連合会

（福）大分県聴覚障害者協会

日本オストミー協会大分県支部

大分県肢体不自由児者父母の会連合会 

大分県重症心身障害児（者）を守る会 

大分盲導犬協会

（社）日本てんかん協会大分県支部

県精神障害者当事者の会（大分県どげえ会）

（社）大分県知的障害者育成会

（福）大分県盲人協会

大分県身体障害者相談員協会 

大分県脳性まひ児（者）父母の会 

大分県ダウン症連絡協議会 

大分県自閉症児•者親の会 

大分豊声会

（社）大分県断酒連合会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年11月18日〜12月12日

伝達方法:市町村長又は障害者施策担当部局の担当者に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市町村長への伝 

達活動

伝達時期:平成14年n月18日〜平成14年12月12 B

障
害
者
と
の
共
生
ア
ピI

ル 

協進 

全

市

町

村

訪

問

へ

出

発
雌 

.
「ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
一
受
け
た
「ア
ジ
ア
太
平
洋
障
ヤ
ン
ペ
—
ン
が
十
八
日
、
県 

の
十
年
」
の
十
年
間
延
長
を­

害
者
フ
ォ
—
ラ
ム
」
推
進
キ
内
で
始
ま
っ
た
。

県
障
害
者
社
会
参
加
推
進 

協
議
会(

麻
生
浩
一
会
長. 

十
七
瓯
体)

が
小
泉
首
相
の 

ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
県
内
の 

一
全
市
町
村
に
今
月
中
に
届
け 

ー
る
。

・
 

大
分
市
の
県
総
合
社
会
福 

一
祉
会
館
で
あ
っ
た
出
発
式
に 

一
同
協
議
会
加
盟
団
体
か
ら
約 

ニ
ー
十
人
が
出
席
。
麻
生
会
長 

ー

は

「県
内
の
全
市
町
村
を
訪 

ー
れ
、
障
害
者
と
健
常
者
が
共 

ー
に
暮
ら
せ
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ 

ー
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
づ
く
り
を 

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
」
と
あ
い 

さ
つ
。
県
肢
体
不
自
由
児
者 

ー
父
母
の
会
連
合
会
の
盛
武
由 

美
子
さ
ん(
€

が
麻
生
会
長

く活動の記録〉

た
花
束
を
手
渡
し
た
。
参
加 

者

簟

速

、
大
分
市
役
所
を 

訪
ね
た
。

同
障
害
者
の
十
年
は
、
こ 

と
し
が
最
終
年
。
十
年
間
、
 

延
長
す
る
こ
と
が
五
月
の
国 

連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会 

委
員
会
で
決
ま
り
、
十
月
に 

ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
フ
ォ 

丄
フ
ム
が
滋
賀
県
で
開
か
れ 

た
。同

協
議
会
は
、
県
内
の
全 

市
町
村
に
障
害
者
施
策
の 

政
府
方
針
を
明
記
し
た
小 

泉
首
相
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届 

け
る
役
割
を
担
う
ほ
か
、
 

同
協
議
会
が
独
自
に
決
議
し 

た
、

町
村
に
障
害
土1
 

会
蔘
加
推
進
セ
ン
タ
ー
を
設 

置
す
る②

県
身
体
・
知
的
障 

害
者
雄
策
実
施
計
画
、
県
精 

神
障
害
者
プ
ラ
ン
の
完
全
実 

施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強 

化
す
る
一
な
ど
を
要
請
す 

る
。

平成14年11月19日大分合同新聞
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大分県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

フォーラム決議

「国連・国際障害者の1〇年」に引続く「アジア太平 

洋障害者の10年」も今年で最終年を迎えました。

この20年間て障害者福祉は大きく向上しました。いゝ 

し＞ まだまだ改善されない多くの課題も残されていること 

から「アジア太平洋障害者の10年」はさらに延長される 

ことになりました。

そこで、新しい1〇年のスタートに当たり、大分県障害 

者施策推進フォーラ厶協議会に結集tた'身体障害者•知的 

障害者•精神障害者団体は、障害者の社会参加に向けてさ 

らなる基盤蔓備の充実、発展を目指I、ここに総意をもっ 

て、次のことを決議Lます。

記

! 市吁村に障害者社会参加推進センターの設置を要望 

する。

1 県身体•知的障客者施策実爲計画、県精神障害者プ 

ランの完全実施に向けた取り組みを強化する。

!市吁村障害者施策への障害当事者の坝画を図る。

1市町村における「障害者の日（12月＜/日）」の啓発 

活動を促進する。

以上

平成14年9月2 4日

大分県障害者施策推進フォーラ厶協韦

-76-



大分県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

障害者の社会参加に関する陳情書

!要旨

障害者の社会参加の推進について

2 理由

「国連・国際障害者の1〇年」に引続く「アジア太平洋 

障害者の10年」も今年で最終年を迎えました。

この2 0年の間、障害者の社会参加については「完全参カロ 

と平等」を目扌首L、数多くの施策が実施されてきましたがヽ 

漱Iい時代の潮流の変化とともに障害者福祉のニーズも著し 

く変容し、新しい課題がつぎつぎと生じております。

また、措置から契約へと変わる「支援費制度」の実施が、 

来年4月に迫ってまいりまLた。

このような現状を踏まえゝ私達障害者団体は、地域での障 

害者福祉施策推進に資するため、市暫村に障害者社会参カロ推 

進センターを設置Iマいただきたく、「大分県障害者施策推進 

フォーラム決議」と「内閣総理大臣のメッセージ」を添えヽ 

陳情する次第であります。

平成14年9月24日

殿

大分市大津巧・2丁目1-41 大分県総合社会福祉会館 

大分・県障害者施策推進フォーラム協議,骡冒 

会長麻生 浩疆g

-77-



宮崎県 都道府県・指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

協議会名称 「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念キャンへ。ーン宮崎県実行委員会

代表者名 安藤豊喜（宮崎県聴覚障害者協会）

構成団体数 1 8
構成団体名 （福）宮崎県聴覚障害者協会 （社）宮崎県身体障害者団体連合会

（財）宮崎県視覚障害者福祉協会 （社）日本オストミー協会宮崎県支部

宮崎県向声会 宮崎県腎臓病連絡協議会

日本筋ジストロフィー協会宮崎県支部 全国脊髄損傷者連合会宮崎県支部

宮崎県障害者スポーツ協会 （福）宮崎県社会福祉協議会

（社）宮崎県知的障害者育成会 宮崎県知的障害者福祉協会

宮崎県精神障害者家族会連合会 宮崎県精神保健福祉連絡協議会

宮崎県福祉保健部障害福祉課 宮崎県福祉保健部保健薬務課

宮崎県身体障害者相談センター 宮崎県精神保健福祉センター

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日 

伝達方法

平成14年10月28日 

知事の代理に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年11月〜平成14年12月末日頃

く活動の記録〉

—78 —



宮崎県 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

障害者施策の充実を求める決議

「国連•国際障害者の十年」に続く 「アジア太平洋障害者の十年」が今年で鼠終年 

を迎之ました。

この間、障害者福祉は大き〈向上しましたが、しかし、まだ多くの課題も残されて 

いることから「アジア太平洋障害者の十年」はさらに延長されることになっています。

この、新しい十年のスタートに当たり、「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念 

キャンベーン宮吟県実行委員会は、今後の障害者施策の充実を期して、次の通り決議 

じます。

記

1 国は、今後の障害者施策を決定するための新しい「障害者計画」の策定に着手 

しました。よって、県及び市町村におかれましても、障害者が安心して暮らせる 

ための、新しい「障害者計画」を策定すると共に、今後作成が予定されている「市 

町村地域福祉計画」にも障害者施策を位置づけて頂きますよう要望します。

策定に当っては、障害当事者の意見を尊重し、また計画の中に数値目標を設定 

して下さいますよう要望します。

1 障害者の権利を制限する欠格条項については、今その見直しが急速に進められ、 

大変喜ばしいことであります。

もし、県及び市町村の中で、この様な不当な欠格条項が残っているならば、そ 

の完全撤廃に向けて努力して頂きますことを要望します。

1 障害者の「情報バリアフリーとI T環境の整備」を図ると共に、所得保障、雇 

用、就労、教育など、障害者の自立支援策の充実と、そのための予算の拡大を要 

望します。

宮崎県知事 様

市町村長 様

平成14年10月15日

「アジア太平洋障害者の十年」最終年 

記念キャンペーン宮崎県実行委員会 

会長 安藤豊喜
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宮崎県 都道府県■指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

宮障社セ第19号 

平成14年11月7日

各市町村長殿

アジア太平洋障害者の十年 

最終記念フォーラム宮崎県実行委員会 

委員長 安藤豊喜（公印略）

宮崎県身体障害者団体連合会 

会長 長友 平（公印略）

アジア太平洋障害者の十年に関する「総理大臣メッセージ

及び決議文」の市町村長への伝逹について

今年は「アジア太平洋障害者の十年」の最終年になります。そのため、当県でもこの事 

粢を円滑に進めるため、現在実行委員会を結成しているところです。

この程、当実行委員会あてに、「総理大臣から知事及び市町村長あてのがヅセージ」が 

届きました。このメッセージは、各市叮村の障害者福祉団体が、それぞれの市町村長に直 

接届けて（伝達）頂くことにしていますが、その際にゝ各県団体も独自の「決議文」を作 

成しゝメッセージと同H寺に伝達することにしています。 したがってヽ当実行委員会とし 

ましては、県身体障害者団体連合会との連名で別紙（写）の通りの文書を発送したところ 

です。

つきましては誠に恐縮ですがヽ障害者•福祉団体側から伝達を行いたい旨の申し出があっ 

た場合は、趣旨をご理解の上、これをお受け頂きますよう宜しくお願い致します。

なお市叮村側の対応は、出来れば市町村長ご本人が望ましいのですがヽそれ以外の役I蹴 

対応でも構いません。

探（連絡先:障害者社会参加推進センター !EL 0985—26—2950 FAX兼）
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札幌市 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 札幌市障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 神田直也（札幌市障害者社会参加推進協議会）

構成団体数 7

構成団体名 （社）札幌市身体障害者福祉協会

（社）札幌市視覚障害者福祉協会

NPO法人札幌市肢体障害者協会

（社）札幌市手をつなぐ育成会

NPO法人札幌市精神障害者家族連合会

札幌市精神障害回復者クラブ連合会

札幌市精神障害回復者小規模共同作業所連絡協議会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年10月10日 

伝達方法:市長の代理に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期:

札幌市障害者施策推進フォーラム協議会

日時平成14年7月17日（水）午後1時3 0分 

場 所 札幌市身体障害者福祉センター

1. 開 会

2. あいさつ

3. 報告事項

4. 協議事項

1） フォーラム協議会の設置について

2） アジア太平洋障害者の十年最終年記念フォーラムについて

3）その他

5.閉会
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千葉市 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

協議会名称 千葉市障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 岡田正平（千葉県身体障害者福祉団体連合会）

構成団体数 ! 〇

構成団体名 千葉市視覚障害者協会 千葉市身体障害者福祉会

千葉市聴覚障害者協会 千葉市手をつなぐ育成会

千葉市肢体不自由児者父母の会 千葉市自閉症児者親の会

千葉市言語障害児をもつ親の会 千葉市重症心身障害児（者）を守る会

千葉市オストミー協会

千葉市精神障害者地域家族会連合会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年10月30日

伝達方法:障害者施策担当部局長に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期:

く活動の記録〉

——遷 メッセージを読み上げる

岡田氏（中央）髙山氏（右）

総理大臣メッセージを 

片岡局長（左）に手渡す岡田氏（右）
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舷市 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 原 孝夫（横浜市障害者社会参加推進センター）

構成団体数 1 4
構成団体名 横浜市腎友会

横浜市視覚障害者福祉協会 

横浜市オストミー協会 

横浜市もみじ会 

横浜市肢体障害者福祉協会

（社）横浜市聴覚障害者協会 

横浜市港笛会 

横浜市車椅子の会 

横浜市脳性マヒ者協会 

横浜市中途失聴•難聴者協会 

横浜障害児を守る連絡協議会 

横浜市精神障害者家族連合会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日 

伝達方法

平成14年11月22日 

市長の代理に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期 平成14年11月22日

障害者施策推進フォーラム協議会 次第

日時 平成14年11月9日（土）

午後2時〇 〇分から

場所 横浜ラポール3階会議室

1開会

2センター長あいさつ 原 孝 夫

3委員紹介

4協議事項

（1） 「総理大臣メッセージ」伝達活動及び送付文（案）について

（2） 「市町村障害者計画」策定•実施状況に関する調査結果の決議文（案） 

について

（3） メッセージ及び決議文の伝達方法について

（4） その他
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横浜市 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

推進センター発第16 —1号
平成14年10月24日

横浜市長

中田 宏 様

横浜市障害者施策推進フォーラム協議会長 

横浜市障害者社会参加推進センター長 

原 孝 夫

「国連の障害者十年」最終年記念における総理大臣メッセージの送付について

初秋の候、時下ますますご清祥の段お喜び申し上げます。

平素から、障害者福祉の向上について、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

「アジア太平洋障害者の十年」に当たり、小泉総理大臣より都道府県知事・市町村 

長宛に向けた、障害者施策推進に関するメッセージ文書が「アジア太平洋障害者の十 

年」最終記念フォーラム組織委員長より、横浜市障害者社会参加推進センター長宛に 

送付されて参りましたのでお送り申し上げます。

「アジア太平洋障害者の十年」は更に十年延長することで決議されました。この十 

年間に積み上げてきた障害者対策を基に更なる拡充を図られますよう、特段のご尽力 

をお願い申し上げます。
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横浜市 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

推進センター発第16-2号

平成14年1〇月24日

横浜市福祉局長

田中 克子 様

横浜市障害者施策推進フォーラム協議会長

横浜市障害者社会参加推進センター長

原 孝 夫

市町村障害者計画策定•実施状況に関する調査結果について

初秋の候、時下ますますご清祥の段お喜び申し上げます。

平素から、障害者福祉の向上について、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念フォーラムでは、昨年から全国の自治体 

を対象に、障害者計画の策定過程への障害当事者の参画度、計画の実施状況等のアン 

ケート調査を行いました。

その集計結果が横浜市障害者社会参加推進センター長宛に送付されて参りましたの 

でお送り致します。

この調査は、国内の障害者計画が障害を持つ当事者の社会への「参加•統合•人権」 

という精神からみて「参加」を重点に調査検討することを目的に実施されたものであ 

ります。

調査の柱は、各自治体の概要・計画の策定状況・数値目標・当事者の参加状況・施 

策の状況の5点であります。

この調査結果をご検討頂き、今後横浜市における障害者計画の見直し等に活かして 

いただき計画策定への当事者参加がより確保されます様、特段のご配慮をお願い申し 

上げます。

調査の実施と結果の概要

•実施期間 平成13年12月一14年5月

・実施方法 郵送調査

・回収率 A 都道府県。政令指定都市 9 4. 9% (5 6/5 9)
B 市区町村 4 8% (1 5 5 2/3 2 3 5)

〈参考〉

A都道府県・政令指定都市 回答数5 6
ー障害者計画に数値目標が盛り込まれていると回答したのは49

B市区町村 回答数1552
-障害者計画に数値目標が盛り込まれていると回答したのは4 2 7
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川崎市 都道府県.指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

く活動の記録〉

協議会名称 丿!I崎市障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 安藤 國男（（財）川崎市身体障害者協会）

構成団体数 1 4
構成団体名 （財）川崎市身体障害者協会 

川崎市地域福祉育成会 

丿!!崎市精神障害者家族会連合会 

川崎市肢体障害者協会 

川崎市視力障害者福祉協会 

川崎市聴力障害者協会 

川崎市脳性マヒ者協会 

全国脊髄損傷者連合川崎協会 

川崎市腎友会 

川崎市オストミー協会 

川崎市中途失聴•難聴者協会 

川崎市肢体不自由児者父母の会連合会 

川崎市自閉症児者親の会

川崎市精神障害者連絡会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年10月17日 

伝達方法:市長の代理に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期:
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川崎市 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

決議

1 かわさきノーマライゼーションプランの完全実施を要望する。

① 計画に対する、目標達成の進拶状況を確認し、期限内の目標達成に努める 

こと。

② 財政難を理由とした福祉の後退をさせないこと。

③ 障害者（身体、知的、精神、重心等）の障害による格差が生じないよう、 

施策の実施を図ること。

以上、決議する。

平成14年1〇月10日

川崎市障害者施策推進フォーラム協議会
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大阪市 都道府県.指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

協議会名称 大阪市障害者団体協議会•障害者施策推進フォーラム協議会

代表者名 手嶋 勇一（（財）大阪市身体障害者団体協議会）

構成団体数 3
構成団体名 （財）大阪市身体障害者団体協議会

都道府県•指定都市における「決議文」お 

よび「総理大臣メッセージ」の伝達活動

伝達日:平成14年12月3日 

伝達方法:市長の代理に手渡し

「総理大臣メッセージ」の市区町村長への 

伝達活動

伝達時期:平成14年12月5日

く活動の記録〉
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大阪市 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

鶴者魏解任财股里

平鞠、轄剖）融趾彌舸こ助柵廉〈純申し树封。

れ、關5 6辆聽轄者轴始眛いた狎、WBW多〈曲）こ肋®害者織 

杖きく®!し、椒）鞘者縮す猊紐馳ト關打てまい!）ましたこ川、妣ち轄者 

0等しく翩してい砒ころで拥ます。

酣、平成5年にntwrttawwも、戦7年紡常害者プラン」を策定は 
とこ阮す。

犬肺灯きましても平成.6年3月rmtirttwwioffijを、聊1〇年4肚 
は「大阪市鞘者支援ブラン」様定し、釧®竦姻みで讎栩汕てい砒こめあります。

こ端にあた!）、今後の轄者副:酉馳讎につきまして、剋事恥ついて翹いたはす。

ー、「鞘者跆魏センタTの早!B起甦し、卿船帥拥耳たい。

ー、「轄者支援織す坎肺離JB働「大肺鞘者翅方ン」碱定さ袱獅 

脈かた0、早館融雑さ帕よう甦す砒ともに、!ts rm»wを早報 

靛mう甦すみ

一身体鞘誹缺戦正により戦15娥帕雛サービス卿肪㈱嚨」械「辣」 
へ飾越事をふ蜕、掰者が不秫な汕いよう縊觸やお隸睜）濮を翻よ谗 

1UO
一道路、知、辭礪ネットワーク则、瞬撤ど昵黝につ冲、すべての人にやさし 

い社会最數）一層竦魅魏すん

一鞘者の朗飜と、鶴、臓の献を®mとと桃、躺条则勰を魏すん

平成14年12朋日
娥碾傷村滋文様

J®人娥市琳鶴者雖牖会会長$ （11
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大阪市 都道府県•指定都市「障害者施策推進フォーラム協議会」全国一覧

決 議 文

1、 障害者の総合福祉センターの早期建設を要 

望し、計画年次等具体に提示されたい。

2、 「大阪市障害者支援プラン」で策定された 

各項目にわたり、早急に完全実施されるよ 

う要望するとともに、新たな「障害者基本 

計画」を早急に策定するよう要望する。

3ヽ身体障害者福祉法の改正により平成15年 

度から福祉サービスの利用方法が「措置」 

から「契約」へ移行することをふまえ、利 

用者が不利にならないよう施設整備や相談 

機関等の充実を図るよう要望する〇

4ヽ道路、交通、情報通信ネットワーク及び公 

共施設などの建築物について、すべての人 

にやさしい社会環境の一層の充実を要望す 

る〇

5、障害者の雇用確保と、職場、職域の拡大を 

促進するとともに、欠格条項の排除を要望 

する。
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